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大 管長会 メ ッセー ジ

開拓者は今も

必要とされている

第一副管長

N・ エル ドン ・タ ナー

月はモルモン開拓者の歴史的な開拓の旅を記念す る月今
である。今から130年 前，モルモンの開拓者たちは，

迫害の手 を逃 れて居心地のよい我が家 を後に，美しいイ リ

ノイ州ノーブーの町を出発 したのであった。 自らの良心に

従い，彼 らの神 を礼拝す るために未開の荒野 を2，300キ ロ

も旅 し， グレー ト・ソル トレー ク盆地に到着 したのは1847

年7月 であった。開拓者たちはそこに町 を建設し，現在，

地上におけるキ リス トの教会の本部が置かれている。

私たちは，昔の開拓者牟ちを記念す るに当た り，ただ様

々な記念行事 を行 なうだけでは十分ではない。私たちは決

意 も新たに確信 を強め，祝福の基づ く原則を支持すべ く専

心しなければならない。また必要 とあらば，いつでも自由

を守るために尽 くす用意ができていなければならない。私

の父はよくこう言っていた。 「過去 を尊ぶ真の方法は，過

去 を基礎に してさらに良いものを築いていくことだ」 と。

そのためには，私たちはなお一層神 を愛 さなければな ら

ない。同胞に仕えなければならない。またすべての戒めを

守 らなければな らない。また親 として，子供たちに祈 るこ

とと，主の前に正 しく歩むこと，自らの責任 を負 うことを

饗観

纏

欝

幽

教えなければならない。

私たちは， 自分 自身 と自分を取 り巻 く環境の改善に絶え

ず努力を払う必要がある。 、.

1940年 ，美化プログラムを紹介す るに当たって，スティ
ーブン ・L・ リチャーズ長老は次のように語 っている。
「ブ リガム ・ヤ ングは私たちの偉大かつ賢明な指導者で

あり開拓者であった。その彼が，彼のこの ソル トレー ク盆

地への到着 を祝 う記念祭に帰って来るとしたらどうだろう

か。夏の盛 りに，彼が十分な計画 を練 り，雄々 しく精魂傾

けて建設に努力 した町や村。その町や村に，作物が豊かに

実 る農場，青草が茂 り家畜の群れが点在す る牧場や丘チ彼

が非常な熱意をもって唱道した企業，文化，宗教面での多

大の発展 を反映す る工場，商業地域，公共の建物，学校，

教会を目にしたなら，彼の気高い心は どんなにか喜びに満

たされることであろう。とりわけ，手入れの行 き届いた，

芝生やかん木，芳香を放つ花々1無 数の樹木，そしてその

中に見え隠れする数千の満ち足 りた家々，そこに住む正直

で慎 ましく，神 を愛する幸福 な民 を目にしたならばどんなに

か喜ぶかに違いない。ブ リガム ・ヤングが最初にこの地 を

目にした時，ここは不毛の盆地であった。それが，彼の後

に続 く人々の進取の気性 と理想主義により美化 され，現在

の姿に変わったのである。彼は感謝の気持で胸 を満たす こ

とだうつ。

なぜ私たちにそれができないことがあろうか。子孫に尊い

財産 を残すために，勇気を奮い，知恵と汗 をもって尽 くし

た勤勉で献身的な人々に，私たちはどんな価値 あるふさわ

しい贈 り物 をすることができるだろうか。

神の恵みにより私たちは，人生そのものや 自分 自身の周

囲にある美しいものの中に，愛 と感謝 と尊敬の念を見いだ

すことができるのであるd(C吋eγeηcεRep観 「大会報告」

1940年4月 ，pp.129-30)

開拓者は今 も必要 とされている。開拓者は，他の人のた

めに道を備 える人だ と言われている。彼は指導者であ り，

その道の発見者，発明者である。移住者や開発者は彼の後

に続き，彼の発見を開拓，発展 させる。開拓者になろうと

す る人ならだれでも， 自分が進 もうとす る道について十分

な知識 を得 るよう努力す る。道 を切 り開 く人には，関心，

理性，想像力，決断力といった特性が要求される。開拓者

は調査 し計画を立て，実験をし，そして働かなければなら

ないのである。

あらゆる分野において，私たちは先達の恩恵にあずかっ

ている。私 たちには従 うべ き福音の計画がある。どれが正

しいか実験 してみる必要 はない。 しか し，私たちが求めて

いる永遠の生命 という目標を達成す るには，計画を立て，

その計画を実践 しなければならないのである。

私たちは，福音 を通 して進むべ き道を示 して下さる天の

父なる神に感謝す るものである。また，御父のみこころを

成就 し，真理 を確立すべ く備えられ，，この地上に生を受け

たすべての人々に感謝するものである。真理は昨 日も今 日

も明 日も永遠に同 じである。
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ハイの道を求めて

リーハイが悔 い改めを説いた所。

第1部 準備

リン ・M・ ヒル トン， ホ ー プ ・A・ ヒル トン

写 真 ：シ ェ ラル ト ・W・ シル バ ー

編集者註
一 れまて140年 以上の問，人々は， リーハイと一緒に旅を した リ宿営 したりする自分の姿を心 に描きなから，モルモ ンー
経を読んてきました。 リーハイか主の命を受けて家族をエルサ レムから導き出して紅海まて南下 し，そこからさらに

紅海の沿岸を下リ，ある地点て内陸に方向を変え， 「数多くの報難」に遭いながら，ハウンテフルと彼らか呼んた海岸地

帯 に到着 した様を心に描 いてきました。読者はリーハイの一行かとこて滞留 し， とこて船を造ったか，また リーハイ に約

束された西半球の地の とこに上陸 したかなと， この歴史的な旅 についてさまさまな思いをめくらしてきま した。

私たちの時代は当時から何千年も隔たってお り，地理的にも遠く離れています。パ レスチナの山や谷，町，あるいは使徒

か福音を伝えたローマの世界の写真を見ると，聖書を身近なものに感 しることかできます。

教会誌の編集部は， リン ・M・ ヒル トン氏とホープ夫人に，リーハイか旅行 したと思われる地域の調査を依頼 しま した。

これまて ヒル トン夫妻は旅行代理店の経営者 として，あるいはフ リカム ・ヤ ンク大学の成人教育旅行学習ヴロクラムの協

賛者として，ヨー ロッパ，中東，アヲ リカ，アシァへ何十回も旅行しています 。夫妻は中東を愛 し，中東に多くの友を持

ち，中東の都市をよく訪れています。中東研究の学位こそ取得 していませんが，言語，歴史，文化についてはよく研究 し

ています。さ一らに，モルモ ン経を愛読 し，モルモン経か真実てあることについてまこころから証を持っています。また冒

険の場面を記録するために，教会の 日刊紙 「テセ レトニュース」の写真家シエラル ト ・W・ シルハー兄弟か ヒル トン夫妻

に同行 しました。

リーハイの旅行経路 に関するヒル トン夫妻とシルハー 兄弟の結論 は推測の域を出ないものてすが，モルモン経の重要な

要素を明らか にし，アラフの文化かモルモ ン経中の歴史に貢献 していることは十分に理解することかてきます。
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私たちに与えられた課題の大きさを考えていただきたい。

リーハ イの一行が通過 してから2，500年 以上も経過 してい

る道 をたどろうというのである。 しかもそこは地球の反対

側 に位置 し，オーマ ン，サウジアラビア， ヨルダン，イス

ラエルにまたがっているのである。 リーハイの歩みを解 く

手がか りは，ニーファイが旅 を終えて何年 もたってから書

いたわずか18章 の記録の中に収め られている。しか もこの

記録の主 な目的は，地理や一行の経路 を記録することでは

な く，父と， また後にニーファイ自身に与えられた驚 くべ

き示現について記録す ることであった。しか し私たちはこ

の任務 を与えられ，またモルモン経が真実であることを確

信 しているので，ニーファイが書いたことは本当に起 こっ

たという前提のもとに出発 した。神か ら導 きを受けたモルモ

ンは，ニーファイ自身が書いた記録を要約することな くそ

のまま一連の記録の中に含めた。そ して同 じように神から

導 きを受けたジョセブ ・ス ミスは，それを文字通 り忠実に

翻訳した。私たちが出す結論はもちろん仮の ものにす ぎな

い。しか しリーハイの歩みを調べ る私たちの旅は胸の躍る

冒険であり， モルモン経に出て くる実際の地理に関 して幾

つかの基本的な結論 を引き出すことができた。

私たちがその調査旅行で得 た収穫のひとつは，アラビア

半島が匝久不変であることを発見 したことであった。地理

的な状況だけでな く，文化的な面でも不変の地であ り，2

千年以上そのままの状態を保 っていた。 ここはまさに千年
一 日のごとき地である

。

アラビアのこの不変性 と大いに関係があるのが水である。

水のある所に生命 がある。これはアラビアの生活 と切 り離

せ ない事実である。アラビア半島の大きなオアシスはここ

かしこと移動す ることはない。都市が砂漠の真中に栄 える

ことはない し，郊外 も集落の中心 となる大 きな井戸や泉か
あり か

ら一定 の距離以上 に延 び るこ とは ない。従 って水 の在処 は

リーハ イの旅 の経路 をつ き とめ る糸 口となる こ とだろ う。

主 は リー ハ イ の旅 の 時 間， 方 法，経路 を御存知 で ある。

私 た ちモルモ ン経の読者 も， 時期 につ いて は知 ってい る。

そ こで私 た ちは， 方法 と経路 につ いて理 解 を深め る助 け と

な る と思 われ る手 がか りを，見 つか る限 り皆 手 あた り次第

つ き合 わせ てみ るこ とに した。

私 たちは まず モルモ ン経 を読 む こ とか ら始 めた。 リーハ

イの旅 につ いて モルモ ン経が語 るこ とを取 りあげ てい くの

で私 た ち と一 緒 に読 ん でいただ きた い。 またニー ファイ第

一書 を何度 も何度 も読み返 して いた時 に私 たちの心 に浮か

ん だ質問 につ いて も考察 して いただ きたい。 まず最初 に リ

ーハ イが 「生 れ てこの方エ ルサ レム に住 ん でいた」 とい う

こ とが1章 に書か れて いる(4節)。 リー ハ イは「出て行 っ

て」， それ か らまた「エルサ レム にあ る 自分の家 に帰 って き

たd(5，7節)(こ れ はエ ルサ レムの 外に 出て行 って， ま

たエ ルサ レムに帰 って きた とい う意 味 だろ うか 。 どん な仕

一事 でエ ルサ レムか ら出た のだ ろ うか
。)2章 の 中で， 主 は リ

ー ハ イに 「荒 野に 出て行 くように命 じられた
」(2節)。(「 荒

野 」 とは リーハ イに とって何 を意味 しただ ろ うか。)後 に彼

らは 「相 続 した土地 と， 所有 して いた金銀 お よび貴重 品 を」

後 に残 して旅 立 った(4節)。(な ぜ リーハ イは金銀 を持 っ

て行 こ うとしなか ったの だろ うか 。少な くとも幾 らかお金

を持 って行 く必要 はなか ったの だろ うか。 また彼 らの所有

していた金銀 の量 は多か ったの だろ うか。)リーハ イは 「た

だ妻子 と食糧 と天幕 のほか に何 も持 たずに」 出かけ た(4

節)。(ど ん な食糧 を携 行 したのだ ろ うか 。天幕 を携 えて ど

の よ うな旅 をしたのだ ろ うか 。 その生 活様式 は今 日アラ ビ

ア で見受 け られ るベ ドウィン人の遊牧 生活 に似 た ものだっ

た のだ ろ うか6)

向か っ た方角 につ いては，5節 に手 がか りが幾つか ある。

「父 は まず紅 海の海辺 に近 い国境 のそばへ きて
， それか ら

さらに一 そ う紅 海 に近 い国境 にあ る荒 野の 中 を進ん で行 っ

たd(こ れ は実 に興 味 を引 く記述 であ る。 「国境 の そば」

と 「一 そ う紅海 に近 い国境 にあ る」 とは ど う違 うの だろ う

か 。少 な くとも紅海 は まぎれ もな い 目印で ある。「近 く」を

通 る道 と 「もっ と近 く」 を通 る道が あるのだ ろ うか。)次の

節 で はさ らに詳 し く 「父は三 日の間荒野 の 中を進 ん である

谷 間 に とどま り，そ こ を流れ る川のほ と りに天幕 を張 った」

と書か れてい る(6節)。(注 ：これは紅 海に達 してか ら荒

野 を3日 旅 したので あって，エ ルサ レムか ら3日 旅 した と

い っの ではな い。 この 川 とこの谷 を確認 す るこ とは可能だ

ろ うか。)

他 の節 に もっ とは っき りした手 がか りがあ る。 「この川

は紅 海 に注 ぐ流れ で あって， その谷は川 口に近 い国境 に あ

ったd(8節)(リ ー ハ イは紅海か ら離 れた内陸 に宿 営 し

たのだ ろ うか。)彼は この谷 をレ ミュエル と呼び， 川 をレー

マ ン と呼 んだ。 この描写か らさ らに若干 の糸 口を得 ること

が で きる。 「この 川の水」 は 「紅海 の頭 に注」 いでいた。

(「頭」"∫o観 漉 π"は 何 か特別 な こ とを意味 して いるのだ ろ

うか。)ま た リーハ イは レー マ ンに 「汝 もこの川の よ うにた

え間 な くあ らゆ る義 の海 に流れ こんで くれ る よ うに」 と語

って い る(9節)。(ア ラビアに絶 えず水が 流れて い る川が

あ るだ ろうか。)続 いて レ ミュエル には， 「この谷の ように

堅 く固 く， び くともせ ず に主 の命令 を守 って くれ る ように」

と諭 して いる(10節)。

次 にニー ファイは， 「父 は天幕の 中に住 んでい た」(15

節)と 説 明 してい る。(こ れは長期 間の滞留 を意味す るも

のだ ろ うか。)

エ ルサ レムへ の往復 の旅 につ いて は，興 味 深い言葉 の使

い分けが行 なわれて い る。例 えば，ニー ファイ と兄 たちが

真鍮 版 を求 め て出か けた時， 彼 らは天幕 を持 って 「エ ルサ

レムの地へ のぼ って」行 った(3：9)。(な ぜ 彼 らは天幕

を携 えて行 ったのだ ろ うか。 どの方角か らエ ルサ レム に向

か って も 「のぼ る」 とい う言葉 を使 ったのだ ろ うか。)レー

バ ン との交 渉が 難行 した時，彼 らは 「自分 たちの相続 した

土地 へ(く だ って)行 って」，金 銀 を取 り集 め るこ とに した

(22節)〔 訳者注 ：括孤 内は英文 よ り訳 出〕 そ して彼 らはエ

ルサ レム にあ るレーバ ンの家 に 「も う一度 」 のぼ って いっ

た。(23節)(こ れ は極め て興 味 深い こ とで ある。彼 らはエ

ルサ レム にのぼ って きてか ら，相 続の地へ 行 くために どち

らへ くだ って行 ったの だろ うか 。荒野 と相 続の地 は いずれ
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上 ： 「誓いの井戸」 とい う意味 の

べエルシバは， リーハ イがエルサ

レム を去 る何百年の昔，アブラハ

ムとア ビメレクによって名 づけら

れた。(創 世21：31参 照)も しリ

ーハイがエルサ レムか ら南の方に

道 をとったζすれば，このオアシ

スの村 を通 ったと思われる。
b

下 ：リーハ イがエルサレムか ら南

に下 る道 をとったとすれば，一行

はヘブロンに近 いタルコミナの肥

沃 な盆地と樹木の茂 った山々の付

近 を通 って行ったに違いない。

も同 じ方向 で くだ り道 だったの だ ろうか 。彼 らは紅海の そ

ばの リーハ イの宿 営地 か らどれ くらい離 れていただろ うか。)

ニ ーフ ァイが 真鍮版 を持 って帰 る と， リーハ イは 「牲 と

旙祭 を主に捧 げ」 た(5：9)。(犠 牲 の動 物 は どこで手 に

入れたのだ ろ うか。彼 らは犠牲 の動 物 を連れ て行 ったのだ

ろ うか。 それ とも近 くに人々が いて彼 らか ら動 物 を買 った

のだ ろうか。)7章 でニー ファイ と兄 たちは イシ メル の家族

を連れに もどるが， ここで もエルサ レムに 「のぼ る」 とい

う言葉 と荒野 に 「くだ る」 とい う言葉 が使 われて いる(2

-5節 〔訳者 注 ：日本語訳 には訳 出 されて いない〕)
。(彼 ら

が真鍮版 を得 た時 か ら， この2回 目の旅 を して も どるまで

の間に， どれ くらいの時 間がた っていたの だ ろ うか。)

16章 で一行 は リア ホナ を受 け取 り， 「荒 野へ 持 って行 く

べ き一切 の もの と，主 に賜 わ った食糧 の残 りとをこ とご と

く集め」(エ ルサ レムか ら携 えて きた食糧 のほか に も食糧

が あったのだ ろ うか)， 「また… あ らゆ る種類 の種子 を取 っ

たd(11節)(ど こで種子 を取 ったのだ ろ うか。収穫 したの

だろ うか。買 ったのだ ろ うか。 それ と も初 めか ら持 って き

ていたのだ ろ うか。)

次 の節に， 「私 たちは天幕 を携 え， レー マ ン川 を横 ぎっ

て荒野へ 出発 した」 と書か れてい る(12節)。(こ れ は リー

ハ イの宿 営が 川の西側 に あった とい うこ とだ ろ うか。一行

は この時東岸 を南へ進 ん でいたのだ ろ うか。)次いで16章13

節 か ら，一行 は 「ほぼ南南東 の方角」 に4日 間旅 を し(急

いだ よ うに思 われ る)，そ して彼 らが シェゼル と名づ けた場

所に宿営 した。(4日 間 の旅 で どこに来 たのだ ろ うか。)

「そして また 〔とい うこ とは少 な くとも短期 間 そこに留

まったに違 いな い〕前 と同 じ方向 〔つ ま り， 南南東 〕へ向

か って，紅 海に近 い国境 の荒野の 中で一番土 地が 肥えた と

ころ を追 って進 んで行 ったd(14節)(最 も土地 が肥 えた

とこ ろ とは ど うい う所 だ ろ うか。)

この時 彼 らは どれ くらい進 んだだ ろ うか。 ニー ファイは

ただ次の ように答 えて い るだけであ る。 「道 々食料 にす る

肉 を弓矢 と石 と石 投器 に よって と りなが ら，何 日も何 日 も

〔つ ま り， の んび り， しか し留 まるこ とな く旅 を続 けた と

い う意味 だ ろ うか〕旅 をしたd(15節)そ して また休 息 を

取 った(17節)。

ここで災難 に見舞 われ た。18節 で 「純良 な鋼 で で きて い

る」ニー ファイの弓が折 れ， 兄た ちの 「弓 もまた弾 力 を失

って いた」 ので，兄 た ちは気 を転倒 させ た(21節)。(何 が

原 因で鋼 の 弓が折れ，他 の弓 も弾力性 を失 ったのだ ろ うか。)

ニ ー フ ァイが木 で新 しい弓 と矢 を作 って， 獲物 をとって

か ら(23，31節)(彼 は 砂 漠の 中で どん な木 を見つ け た と

い うのだ ろ うか。 また どんな動物 を獲 るこ とが で きたの だ

ろ うか)，彼 らは 「再 び旅路 につ き， 始め とほぼ 同 じ道筋 を

進 んで行 ったd(一 行 の方 向 を知 るの に これ は重 要 であ る。)

続 いてニー フ ァイは，「何 日も何 日も旅 を した後 しば らく留

ま るため に また天幕 を張 った」 とは っ きり書 いてい る(33

節)。(こ の言葉 には半 永久的 に もその場 に留 まる とい う響

きが ないだ ろ うか。 こ れ は どの地 点 で あ った だ ろ うか 。

また， 「しば ら く」 とは どれ くらいの期 間だ ろ うか。 この

表現 は何 かあ る定 まった期間 を指 して いるように聞 こえる。)

次 に イシ メルが 「死 んでネ ボム と言 うところに葬 られたd

(34節)(そ の地 をネホム と呼 んだ のはだれ だ ろ うか 。 な

ぜ そこに葬 ったのだ ろ うか。病 気，埋葬 ， 弔いの儀 式に ど

れ くらいの期 間 を要 しただ ろ うか。)

17章 で ，一行 は再 び旅 を始 め たが 「この時 か らほぼ東 の

方 へ」進 ん で行 った。(旅 が 終 わる まで この方角 に向か っ
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2.商 品 が レ ウ ケ ・コ メ か らペ トラ リプ ラ ス19)

ま で 陸 路 を運 ば れ た 。(16：4：24) 2. レ ウ ケ ・コ メ か ら イ ン ド洋 ま で

3. この街道沿いに 多くの民が住ん 広いアラビアの地域に数 多くの異な

で い た 。(16：4：21) った部族が住んでいる。(ペ リプラ

4.ペ ト ラか ら レ ウ ケ ・コ メ ま で の ス19)

隊商の道路は 「軍隊ゴ も通れる と報 3. ムザの近 くには，羊や らくだを

告 。(16：4：23).・ 飼 う遊牧民が住 んでいる。(ペリプラ `
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.i雪

，る.(16：3：1) 5. オケリスは市場の町で給水場で

乳. 紅海の沿岸に 「木は一本も」生 あ る 。(ペ リプ ラ ス25)

∴・必 な い 。(16：3：6) 6. アラビアでは らくだが香料 を運

q』' 8. アラビア西南部には豊かな富が ぶ 。(ペ リ プ ラ ス27)

あ る 。(16：4：3) 7. モ ス チ ャ(リ ー ハ イ 道 の 「バ ウ

9. マ リブではアカバか ら70日 かけ ン テ フ ル 」 と考え られる)で は乳香
，

て旅 をして きた商人が物々交換によ が 「あた り一づ面にた くさん山積み」

って乳香を手に入れていた。(16：4 されている。そしてここか ら輸出さ

' ：4)・ れ て い る 。(ペ リプ ラ ス32)
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サ ラ ラか らエ ジプ ト，

香料 の街 道

地 中海に達す る古代 の

図3

古 代ニ ネベ の セナ ケ リブ の 宮殿 に あ るこ の石 の 浮 彫 りは， ア ッシ リ

ア 人が ユ ダ の ラ キ シの 町 を紀 元 前701年(大 体 の年 代)に 陥 落 させ

た 時の模 様 を描 いて い る 。 この 部 分 図か ら， リー ハ イの 時 代 か ら1

世 紀以 内 ， リー ハ イの 町 エ ルサ レム か ら40キ ロ以 内 のユ ダヤ 人 の捕

虜 の服 装 が うか が え る。 また， 紀 元 前7世 紀 の ユ ダヤ 人が ら くだ に

荷 物 を載せ て運 んだ 様 も うか が え る。 リー ハ イ とそ の一 行 も， ひ と

た び砂 漠 に 出 る と， 大 体 こ れ と大差 の ない 様 子 を して いた もの と思

わ れ る。

表

レ ミュエ ル の谷 に滞 留 した 当時 の リー ハ イ の

一 行(最 少 限)

名前

1.リ ー ノ＼イ

2.サ ラ イ ア

3.レ ー マ ン

4.レ ミ ュ エ ル

5.サ ー ム

6.ニ ー フ ァ イ*

7.ヤ コ ブ**

8.ヨ セ ブ**

9.ゾ ー ラ ム

10.イ シ メ ル

11.イ シ メ ル の 妻

12.イ シ メ ル の 長 男

13.長 男 の 妻

14.イ シ メ ル の 次 男

15.次 男 の 妻

16.イ シ メル の長 女

17.イ シ メル の娘

18.イ シ メル の娘

19.イ シ メル の 娘

20.イ シ メ ルの 娘

統率 者

リーハ イの 妻

リーハ イ の長 男

リーハ イ の次 男

リー ハ イ の三 男

リー ハ イ の 四 男

荒 野 で リー ハ イ に最：初 に 生 まれ た子

荒 野 で リー ハ イ に生 まれ た 末子

元 レバ ー ン の召 使 い(1ニ ー フ ァ イ435)

少 な くと もふ た りの 息 子 と5人 娘 の父

モ ルモ ン経 は イ シ メ ルの 「二 人 の 息子 お よび こ の二

人 の家 族 」(1ニ ー フ ァ イ7：6)と 書 いて 彼 らに妻

子 が い た こ と を暗 に示 して い る 。

エ ラ ス タ ス ・ス ノー 長 老 は ，予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス が リー ハ イの 娘 は イ シ メル の ふ た りの 息 子 と結 婚

した と語 っ た こ と を書 き残 して い る(「説 教 集 」23：

184)

ゾー ラ ム の…妻(1ニ ー フ ァ イ16：7)

レー マ ン の妻

レ ミュ エ ル の妻

サ ー ム の妻 、

ニ ー フ アイ の妻

*ニ ー フ ァ イの姉 妹 た ちの 名 前 は モ ル モ ン経 に 出 て こ な い。 そ の姉 妹 た ちが

エ ル サ レ ム で生 まれ た姉 で あ った か， あ る いは 妹 で あ っ たか ， そ れ と も荒 野

か 約 束 の地 で生 まれ た妹 で あ った か わか ら な い。

**ヤ コブ と ヨセ ブが生 ま れ たの は レ ミュエ ルの 谷 で あ るか ど うか わ か らない 。

ふ た りの 名 前が モル モ ン経 で初 め て 出 て くるの は ， バ ウ ン テ フル を出 発す る

時 で，リー ハ イが エル サ レム を 出 てか ら約10年 もた っ てか らの こ とで あ る(1

ニ ー フ ァ イ18：7)。
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電

たの だろ うか。)「私 たちはみな荒 野 を旅 して 多 くの難難 を

ふ み こえて行 ったd(1節)(旅 をす る とい うの とふみ こ

えて行 くとい うの と何か違 いが あ るの だろ うか 。 「多 くの

報 難」 とは何 を意 味す るのだ ろ うか。)

2節 を読 む と彼 らが 「生 肉 を食べ て暮 した」 こ とが わか

る。(こ れが 「多 くの銀 難」 を指 すの だろ うか 。なぜ 調理

せ ず に食べ る必要 が あったのだ ろ うか。)

荒 野 に8年 間留 まった後(4節)， 彼 らは 「果実 と野蜜が

豊 に あるか ら，バ ウンテフル と名づ け た土地 に きたd(蜜

の存在 はそ こに花 が あった こ とと， 花 の咲 く果実 が あった

こ とを示 して い る。)
， 「私 た ちは こ こで海 を見 てその名 をイ

リア ン トム と名づ け た。 〔紅 海 とは別 の海に違 いな い〕 こ

れ を解 けば 多 くの水 と言 う意味 であ るd(5節)(紅 海 よ

り大 きか ったのだ ろ うか。)そ こで彼 らは 「天幕 を海辺 の近

くに張 ったd(6節)(と い うこ とは， 居心地 の よい海岸

で あったか，少 な くとも天幕 を張 って，動 物 を飼 える草 原

の よ うな広が りがあ ったに違 いない。)7節 でニー ファイは

「山に登 り」(た った一 つ しか なか ったのだ ろ うか
。 この

とか

山は近 くにあったに違いない)，どこへ行って 「熔すべ きあ

らがね を見つけ」ればよいかを主にたずねた(9節)。(近'

くに鉱床があったのだろうか。)こうして彼は 「岩石か ら熔

し出したあらがねで道具」を作った(16節)。(作 るのにど

れ くらいの時間がかかっただろうか。ニーファイはどんな

道具 を必要 としただろうか。)ニーファイの兄たちは苦難に

耐 え切れず，従わなくなった。そこでニーファイが叱責す

ると，彼らは怒って 「海の深みに投げ込 もうと」彼に近 よ

った(48節)。(砂 浜ではそのようなことはで きない。従っ

て，バウンテフルには崖があったもの と思われる。)

しか し神の力にさえぎられ，震 えおののいた彼らは，ニ
ー ファイに協力して船 を造 り始めた

。ニーファイは18：2

で，その造船は 「人のや り方」ではない と3度 も強調 して

いる。(彼 は人の方法による造船技術 をどうして知ったの

だろうか。彼の造船技術は どう違 っていたのだろうか。材

料は何であっただろうか。船 を造る大 きな木がバウンテフ

ルにあったのだろうか。)そしてとうとう 「野の中か らとっ

た多 くの木の実 と食べ る肉とまた多 くの蜂蜜 と，…食糧 を

用意す るなどあらゆる準備を終 ってか ら，全部の荷物 と種

子 とを持ち，…船 に乗 り込んだd(6節)(再 び種子が登

場する。彼 らはまた収穫 したのだろうか。 どんな食糧 を携

行 したのだろうか。 どれ くらいの期間の航海 を考えていた

のだろうか。荒野に狩 りに出かけるのが大 して苦にならな

いほど，ベウンテフルの地は狭かったのだろうか。)

以上がニーファイの残 した手がか り，私たちの心に浮か

んだ疑問である。そこで私たちは疑問に対 して考えられる

答えを総合 し，古代 と近代の学者の著書 を吟味して，/そこ

か ら得 る情報 を活用 しなが ら考察を始めることに した。

私たちは旅行の準備 をしながら，中東の7ヵ 国に住むア
'ラ ブ
の友人100人 以上に，この計画 を説明 した手紙 を書き

送った。そうしたところ，彼 らは私たちを激励 し，援助 を

申し出て くれた。私たちはこれに感激すると同時に，感謝

の念で一杯になった。

私たちの調査によって得た情報に劣 らず重要なのは，こ

の調査に対す る大勢の友人の理解であり，彼らが喜んで提

供 して くれた意見や情報である。特に次の方々の労 をいと

わない尽力 と協力がなければ， とてもこのように好首尾に

は運ばなかったであろう。その方々 とは， ヨルダンのアン

マンに住むサ リム ・サア ド，エジプ トのカイロのアンギー・

チュクリ，サウジアラビアのジッダのパ ッシブ ・ダヤニ，

同 じくサウジアラビアのアブハのシェイク ・ヘルワン ・ハ

ブタル，イスラエル領西岸地区タル クミアに住むサアデ ィ・

ファタフィタ， そして同 じくイスラエル領西岸地区エルサ

レムのナビール ・マスタキムの各氏である。

このような多くの人々の助言を得ると共に，私たちは直

ちに図書館で調査にかかった。また，ユ タ大学 とブ リガム

・ヤ ング大学の中東に詳 しい学者に会見を求めて，間もな

く取 りかかる仕事に対する心の備 えをした。

徐々に映像がはっきりしてきた。モルモン経 を大ざっぱ

に読んでいると， リーハイとその家族が人々 も住んでお ら

ず，文明 もない，全 くの真空状態のような砂漠に旅をして

いったような印象を受ける。 しかし気 をつけて読む と，幾

つかの事柄か ら，彼 らが人々の住んでいた地域 を通ったと

いうことがわかる。まず，家族や荷を運ぶ動物に必要な食

物 と水がなければ旅行で きない。ニーファイは奇跡的にマ

ナが降ってきて一行の飢えを満 たしたとは記録 していない。

彼 らは食物 を得るために懸命に働かなければなち なかった

し，時には飢 えのために不平 をこぼす こともあった。モー

セが杖を使 って民に与えたように，ホレブの岩から奇跡的

に水がほ とばしり出た とも告げられていない。従 ってリー

ハイの家族 も，当時の他の旅行者が同じ地域でしたように，

皆が共同で使用するオアシスからオアシスへ と旅行 して生

き長 らえたに違いない。(も ちろん，天か ら送 られたリア

ホナの助けも得ていた。)私たちは中東を旅 していて，人々

の住んでいない水源などというものを目に したことはなか

った。水が これほど貴重な地方では，人々の知 らないオア

シスがたくさんあるなどということは考えられないことで

ある。

宿営地のひ とつネホムは，人の住んでいた土地であった

か も知れない。 というのは，他の宿営地，例えばレミュエ

ルの谷やシェゼルの宿営，バウンテフルの地は皆自分たち

で名づけているのに，ニーファイはこの地 を 「ネホムと呼

ばれていた」 と言っているからである。 もっとも二行が名

づけた所 も， よ く知 られていたオアシスにリーハイが別の

名前をっけた とも考 えられる。セム系の人々は自分たちの

個人的な経験に基づ いて物に名前 をつける習慣があった。

上にあげた場所は リーハイの一行にとって非常に大 きな意

味 を持っていたので， リーパイが家族全員の知 っている名

前 をつけて自分が教えることを心の中に刻みつけようとし

たことは明らかである。

ニーファイは一行が犠牲を捧げたことを何度か告げてい

る。 どこから犠牲の動物 を手に入れたのだろうか。や ぎや

羊の群れは食べ物 を求めてあちこち歩 きまわるので，連れ

て歩いていたのでは，旅の速度はかたつむ りのように遅 く
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紀 元 前600年 に エ ル サ レ ム か らア カバ に 至 る

3つ の 可 能 な 経 路

第一 の経路 ：東の方ヘエ リコまで行 き， ヨルダン川を渡 っ

て王の公道 を通ってマダバからアカバに達する。

第二の経路 ：エ リコの近 くまで東へ行 き，そこか ら死海の

西岸 を南下 し，ワジ ・アル ・アラバを通ってアカバに行 く。

第三の経路 ：ヘブロンまで南下 し，南西の方向にベエルシ

バに達 し， ワジ ・アル ・アラバまで下 ってアカバに通 じる。

第三の経路の変形は，ヘブロンで分岐 してエ ンゲデの南で

第二の経路に合流する。

『爆

護灘1

一
上 ：リーハイが王の公道 を通 ったとすればエ ドムの古代の首都，ぺ ト

ラを経由 したに違いない。モーセの時代，ぺ トラはセラと呼 ばれてい

た。台地に築かれたペ トラの町 は，東西にワジ ・ムサ(モ ーセの谷)

が走っている。ここは，モーセが岩 を打って水 を湧 き出 させたと伝 えら

れている所である。ペトラは王の公道を通る隊商 に課す税金で繁栄 した。

左下 ：石 を刻んで作 ったぺ トラの多 くのギ リシア風の墓。 リーハイが

エルサ レムを去 って200年 を経 た頃のものと思われる。

右下 ：エ リコ。パ レスチナでも最古の町のひとつであるエ リコは， ヨ

ルダン川が死海 に注 ぐ地点から北へ約llキ ロの所 にあ り，千年の歴史

をもつ町であった。

下 ：王の公道か ら一望 した早春 のモアブの地。エルサ レムから最 も東

寄 りの道 をとったとすれば， リーハイはこの地 を通 ったと推測 される。

・ ・6忌 ：証薯繍懇鑛撫

・ 湾 読議 潔 魏 癖 講 幽辮 擁難 ・
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なっていたであろう。それに， らくだ とは違 ってや ぎや羊

は毎 日水を必要 とした。 しか し連れて歩かな くてもリーハ

イは各地にいるベ ドウィンの牧者か らこれ らの動物 を買 う

か物々交換で手に入れることができた。 しか もそうすれば，

普通の旅行隊の速度で移動することもできる。

他の民の存在については，遊牧の生活を送 るベ ドウィン

が古代からア ラビア半島に住んでいたことは疑 う余地のな

いところである。例えば， 「ミデヤンの祭司」 でモーセの

しゅうとであったエテロは，ベ ドウィンとして ミデヤンの

地に住んでいた(出 エ ジプ ト2：16;3：1)。 恐 らくリー

ハ イが旅 して通 ったと思われるこのサウジアラビァの北西.

部には，おびただしい数の家畜類が住んでいたものと思わ

れる。イスラエルの軍隊は ミデヤ ンを占領 して，675，000

頭の羊 とほかにもたくさんの宝物 を戦利品 として手に入れ

ている(民 数31：43)。

リーハ イのたどった道沿いに人々の住んでいた場所があ

ったことを示す もうひ とつの証拠は，ニーファイが船 を造

り始めた くだ りに現われる。彼は「人のや り方で船 をつ く」

らなかった と断言している(1ニ ーファイ18：2)。 船 を見

たことがな くてその ようなことが言えただろうか。私たち

は紅海の沿岸にずっと造船の村が続いているのを見て， し

か もそこでは大昔からの技術が連綿 として何代 も何代 も受

け継がれてきたことを知った時，実に 目を開かれる思いが

した。

リーハイの時代から600年 以内，紅海の岸に沿った不毛

の荒野に村々があ り，十分文明が確立 していたことは，ふ

たりの生 き証人の話から証明され る(図1参 照)。

ギ リシャ人の歴史家ス トラボは，直接聞いた話 をもとに，

南アラビアにある 「香料の国」を攻め落 とすため，アエ リ

ウス ・ガルスの下に紀元前24年 にエジプ トを出たローマ軍

の気の毒な1万 人の歩兵のことを書 いている。兵士 たちは

私たちがこれか ら恐らくリーハイの通った道であろうと説

明す る街道の大部分 を踏破 している。そして多 くの民が こ

の街道沿いに住んでいたこと，彼 らがアラビアに上陸 した

レウケ ・コメか らヨルダンのペ トラまで北に伸びるこの街

道は重要で， よく知 られていたこと，さらに旅が困難であ

った(主 として忠実でない道案内人が もとで飢え，渇 き，

病気に悩み大部分の者が死んだ)こ とを確認 している。 ま

た，水をらくだに乗せて運ばなければならなかったことと，

アラブの行商人か ら食糧を買わなければならなか ったこと

を報告 している。(ア マシアのス トラボ，TんeGeog7ap妙

げS地 うo「ス トラボの地誌」，ホレイス ・レオナー ド・ジョ
ーンズ訳

，7：353-63)

ある無名のギリシャ人が紀元57年 頃 「エ リトレアン海の

ペ リプラス」 という旅行談 を書いている。彼はアラビア半

島の周囲を航海し， リーハイが通った と思われる街道の途

中に位置する多くの港に立ち寄っている。この本は リーハ
'イ の頃から600年 以内にこの街道に数 多 くの村や市場があ

ったこと，オーマンからの香料の運搬が頻繁 であったこと，

海運が盛んであったこと，そして常時季節風が吹いていた

ことを直接 目で見た証言 として したたあている。(丁舵

Pe勿 伽sげ'んeE甥 んγeaηSεα 「エ リトレアン海のペ リプ

ラス」 ウィルフレッド・H・ ショーフ訳，1974年)

当地の近代および古代の地図のどちらを見ても，古代世

界で最 もよく用い られた街道の中に，広 く知 られた香料の

街道が入っている。これは大 きな発見である。そのひとつ

はアラビア半島の約4分 の3近 く紅海の沿岸 を走 り，途中

で東に向かっている。そしてナイランで再 び南に方向 を変

え，イェーメンに入っている。第二の街道は第一の街道 よ

りも100キ ロか ら200キ ロ内陸 を大体第一の街道 と平行 して

走ってお り，ナイランで海岸沿いの街道 と交差 している。

そ してこの街道はナイランか らサララまで東に向かってい

る。これらの街道は少な くともリーハイの時代 を900年 さ

かのぼる頃か ら，すなわち2，200年 以上 も前か ら広 く使用

されていた(「ペ リプラス」pp.120-21参 照)。 このふたつ

の街道が存在 したことの証拠は今 日でも明らかである(図

2参 照)。どちらの街道 も，シバ人が紀元前10世 紀に戦略上

の要地に石で築いた とりでの廃虚か ら容易にたどることが

できる。

また，ヨルダンのペ トラから北緯19度 に近いサウジアラビ

ア南部のナイランに至る街道 も， らくだを引いて移動 した

何千人もの人々が街道の両側の丘に露出している平坦な石

にかき文字を刻んでいるので容易に確認す ることができる。

これらの行商人は荷物 を一杯積 んだらくだを引いて，北へ

向か って黙々と単調な旅を続けた。彼 らが運んだ香料の貴

重な荷物は，エルサレムやエジプ ト，あるいはバ ビロンの

神殿の欲求 を満たしたのであった。

ここでいう街道 という言葉は誤解を招 きやすいので注意

しなければならない。この言葉は，明確な，比較的狭い道

あるいは道路を指すのではなく， この谷か らあの峡谷へ と

いうふ うに大ざっぱな道筋を指す ものである。この街道の

幅は地理的な状況によって様々で，1キ ロから20キ ロに も

わたる。従 って旅行者は互 いに相当離れていても，依然 と

して同 じ街道の同じ地点にいることもあり得た。

私 たちは紅海の沿岸に沿 って人々がよく利用 した南南東

に向か う街道があるのを発見 した。 リーハ イは当時よく利

用 されていた道を離れて，水のない山や砂漠を歩きまわる

ようなことはしなか ったであろう。モルモン経は彼が身を

隠 しつつ旅 をしたとは言っていないし，一部の人が考えてい

るように，彼は逃げているとも言っていない。従って リー

ハイは，当時知られていた公道を進んだ もの と思われる。
ヱ

この考えをさらに支持す る証拠 として，紅海の境 を旅 した

(1ニ ーファイ2：5)， 言い換えれば古代から香料の街道が

存在 した場所を通った と言っているニーファイの言葉をあ

げ ることができる。

さらに，香料の街道はオアシスあるいは古代の井戸のあ

る場所 を経由していた。サウジアラビアの 自然資源省が作成

した現代の地図によると， この街道には平均間隔30キ ロで

合計118の 池が存在する。 リーハイが水なしに独力で新 し

い街道を切 り開いた とは考 えられない。都市の住民が砂漠

の民も知 らない池を次々と都合よ く発見す ることはおよそ

不可能 である。
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リーハイとその家族は旅に出るや，道中多くの見知 らぬ

民に，しか もイスラエルの民ではない人々に出会ったに違

いない。 リーハイの時代に街道を往来していた旅人の大部

分はアラビア人であることと，サナア(今 日のイェーメン

の首都)か ら来たサベア人もよくリーハイの天幕 を訪れ，

リーハイも彼らの天幕を訪ねていたと思われる。

このような旅行前の研究によって，私たちは， リーハ イ

の家族が通 ったと思われる南へ向か う街道を少な くともひ

とつ見つけた と思 った。しか しその存在は逆にいろいろな

疑問を生 じた。なぜ香料はそれほど価値があったのだろう

か。(1頭 当た り225キ ロも積んだ らくだの大 きな隊商が

北へ向かったことをいろいろな人が記録 している。)参考 ま

でに私たちは聖書 をひ もといてみた。

エホバは，モーセを通 して古代 イスラエルに主 を礼拝す

るに際 しては香料 を使用するように と命 じ，合 わせて香料
そ ごうこっ

を作 る方 式 を示 して お られ る。それ は蘇合 香， シケ レテ香，

楓子香， 乳香 をそれ ぞれ同量混合 す るの であ る。 この混合

物 は神聖 で あるの で，他 の用途 に使 うこ とも，権 限 を持 た

ない者 がた くこと もで きなか った(出 エ ジプ ト30：7-9，

34-38;レ ビ10：1-7参 照)。 この香の煙 は特 に神 の もと

に のぼ って い く祈 りを象徴 してお り(詩 篇141：2;黙 示8

：3-5参 照)， も とも と至聖 所 を隠 して い る幕 のそば でた

か れた。 また， 犠牲 の動物 を殺 して焼 く時 に生 じる臭 い を

消 すため， 防臭剤 として使 われ た とも考 え られ る。願 いの

日に至聖所 で乳 香 がたか れ，購 罪所 が 「芳 香の あ る煙 で包

まれ る」 よ うに した。 さ らに研 究 を進め る と礼拝 に乳 香 を

用いたの は， ユ ダヤ人 だけでは ない こ とが わか った。 この

慣 習は 「ほ とん どすべ ての古代 の民(エ ジプ ト人， バ ビロ

ニヤ人，アッシ リア人， フェニキア人等)の 間に共通 に見

られた宗教上の儀試 であったd

これでなぜ乳香がそれほどまでに切実に求め られたかが

わかる。しか し，なぜ乳香はそれほど高価だったのだろう

か。 また， どこで入手 していたのだろうか。私たちは間も

な く乳香 とは乳香の木の薄い黄色 をした樹脂を乾燥 したも

のであることを知った。この木は，アラビア半島の南端に

ある小 さな鎌形をしたサララという土地に固有のものであ

る。サララはオーマンのサル タン領 ドホファル州 に位置

し，アラビア海の沿岸 にある。ここでは，年に2回 樹液が

採取 される。こうして採れるねばねば した樹脂には強い香

りがあ り，チューインガムのようにかむこともできるし，

た くこともできる。事実今 日アラビアの子供たちはこれを

かんでいる。聖書の時代に乳香 と没薬はみどりごキリス ト

に ささげる贈物にふさわしいもの として金に匹敵 したが，

(マ タイ2：11参 照)現 在ではその値段はチューインガム

とほとんど変わらない。

このことか ら，私たちの心に幾つかの疑問が生 じた。 リ
ーハ イが相当富 を持った人であったことは明らかである。

ニーファイが何気な く 「金銀…貴重品」 とあげていること

自体，彼 らが平均以上の階層に属 していたことを示 してい

る。

リーハ イは天幕を持 っていた。当時天幕 を造る仕事はや

ぎの毛の中でも強いものを選んで織 る手間と時間のかかる

面倒 な作業であった。しか し彼らは天幕を所有 していた。

私 たちの案内を務めて くれた著名な歴史家でもあったサ リ

ム ・サア ドによれば，ユダヤの旅行者は普通洞穴に宿営 し

たとい うことであった。天幕は砂漠を旅行する人が使用す

エ ル サ レム

図5予 想 される リーハ イの道

レ ミュエ ル の谷

ペ

ル

紅 海 に沿 って シ 湾ヤ

紅 『馨 「ほぼ南南東」

事(1ニ ー フ ァ イ16：13，14)

海 懸 毒困 難 な 地 方 を通 っ て
「ほ ぼ 東 の 方 」(1ニ ー フ ァ イ17：1)

隅.鞭 羅 縫

ア ラ ビ ア 海

(イ リア ン トム)

上 ：アカバ湾 は紅海の北東 に伸 びる入江である。 リーハイはこ

こを通過 したか， または「紅海の海辺 に近 い国境のそばへきて」

(1ニ ーファイ2：5)と あ るように一時滞在 した。

左下 ：エンゲデのオアシスは，荒涼 と した死海西岸 にこつぜ ん

と姿 を現 わす。 この道 を経由 して南下 したとすれば， リーハイ

はこのオアシスや別の新鮮 な水の湧 き出る泉のほとりに滞在 し

たと思われる。

右 下 ：ワ ジ ・ア ル ・ア ラ バ の上 流 。 エ ル サ レム か ら の 道 が 合 流

して ひ とつ に な っ て い る こ と が わ か る。

膨
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電

るものであった。なぜ都市に住む者が，す ぐに天幕を用意

で きたのだろうか。

リーハイはエルサ レムか ら何キロも離れた 「相続の地」

に住んでいたのではないか， とサ リムは推測 した。ここで

や ぎや羊を飼い，果物や穀類 を栽培 して，それ を城壁に囲

まれたエルサ レムの町に持ち込み，市場，すなわちスー ク

スで売っていたのか も知れない。 もうひとつの可能性 は，

しば しば砂漠に出かけて行って，エルサレムの市場で売る

品物をアラブの隊商か ら買っていたとする考えである。 リ
ーハイの富は

， この商取引の結果得たものであったかも知

れない。こういった仕事に携わるには，エルサレムの南の

砂漠で隊商が到着するのを待つ間，避難場所 として天幕が

必要 であった と思われる。

もちろん，これらは皆推測にす ぎない。 しか し， もしリ
ーハ イが何 らかの形で砂漠の民 と交渉 を持 っていたとすれ

ば，次の点が説明できる。(1)特別に準備 をしな くて も家族

を伴 って旅 をするに足る天幕 と動物 を明らかに持 っていた

こと。(2)息子たちが荒野の中で天幕 を扱った り，旅行 した

りす る術を知 っていたこと。(3)リアホナ を受けるまでの間，

主要な街道 や池のある所を十分知っていて生きのびること

ができたこと。
一行がエルサレムの地を出た時の状況については

，やや

しっか りした根拠に立 って話 を進め ることができる。エル

サ レムやユダヤの丘陵地帯では，荷物 を運ぶ動物に主 とし

てろばが使 われたことはほぼ確実である。岩の多い道や町

の曲が りくねった路地，・アーチ門やつ き出た露台がある通

りでは， らくたミよりろばの方が便利だか らである。 らくだ

の商人がエルサ レムを迂回した(エ ルサ レムの商人は隊商

が東へ向か うあた りまで出て行って交易 した)ひ とつの理

由は，エルサ レムの地面が岩でごっごつ してお り， とがっ

た岩肌に らくだの大 きくて柔らかいクッションのような足

が当るとけがをするか らであった。らくだの隊商は，西海

岸 の砂地あ道，続いて比較的滑 らかな王の公道，そしてシ

リヤか らアカバ湾 までヨルダン川の東を走っている紀元前

23世 紀の道 を通 り， さらに北に旅 を続けていった。

このように丹念に研究 した結果，私 たちはこれでほぼエ

ルサレムを出発 した リーハイの一行の名簿 と旅程 を再構成

できると感 じた。まず一行に加わった人々の顔ぶれから始

めた。 リーハイが妻のサライアと4人 の息子 を伴ったこと

は知 られている。娘たちがいたか も知れない。 というのは

ニーファイが後年約束の地に着いてか ら，何気なく 「私の

姉妹 たち」(IIニ ーファイ5：6)と 言っているか らであ

る。もっとも娘たちが荒野で生 まれたとも考えられないわ

けではない。後にイシメル とその妻，少な くともふたりの

結婚 していた息子 とその家族(1ニ ーファイ7：6)，5人

の未婚の娘， それに元レーバンの奴隷であったゾーラムが

一行に加 わった
。 このように リーハ イの一行は少な くとも

20人 の人貝で構成 され，砂漠に向か ったもの と考 えて差 し

支 えないであろう(表 参照)。

なぜ リーハイはほかの家族ではな くイシメルの家族を選

んだのだろうか。 リーハ イの4人 の息子 とゾーラムにちょ

うど必要 な数 の5人 の娘 が イシ メル にいた こ どは まこ とに

好都 合 であ った。 しか し， リーハ イが この家族 を選 んだの

はそれ だけの理 由か らだ ろ うか 。エ ラス タス ・ス ノーが語

った言葉 は， この こ とに幾 らか の光 を投 じて いる。彼は予

言者 ジ ョセブ ・ス ミスが 語 った ようにイシ メル の 「息子 た

ちは リーハ イの家族 と姻 戚関係 にあ った」(Joπ 仰副 げ

Dゴ8coπγses「 説 教集 」23：184)と 言 ってい る。 モルモ ン経

は イ シメルの 「二 人の息子 お よび この二 人の家族」(1ニ

ー フ ァイ7：6)の こ とに触れ てい る
。 この こ とはイ シメ

ル にふた りの息子が い たこ と と， ふた りともエルサ レム を

去 る時に はす でに結婚 してい たこ とを示 して いる。以上の

事 実 とジ ョセブ ・ス ミスの言葉 を総 合す る と， リー ハ イに

は ふ た りの 年 上 の 娘 が いて ， エ ルサ レム を出る前に両方

の家族 は姻戚 関係 にあ った と結 論 す る こ とが で きる。 リ
ーハ イが 使 い をや って その 娘 たちの家族 も一緒 にエルサ

レム の破 滅 を免 れ る ように した の は ご く 自然 な こ とで あ

る。

この旅行者 の一行 を もっ と身近 に感 じられ るよ うに，何

人か の年 齢 を推 測 してみ る ことに した。ニー フ ァイはエル

サ レム を出た時，十代 で あった と思 われ る。しか しレーバ ン

の真鍮 版 を手 に入れ るため に もどった時は， 自分 で 「まだ

大 そ う若 か ったが， もう身 のたけは高 く」 と描 写 で きる程

までに成長 し大 き くなって いた(1ニ ー フ ァイ2：16;4

：31も 参 照)。 力 もゾー ラム をつ か まえてお さえつけ た り

(1ニ ー フ ァイ4：31)， レーバ ンの首 を切 り落 とした り(1

ニ ー ファイ4：18)で き る強 さにな ってい た
。 また，救 い

主 を示現 で見 るな ど並 はずれ た霊 的 な経験 をす るまでに成

長 して いた(1ニ ー ファイ11章)。 しば ら くしてニー ファイ

と兄 たちは再 びエ ルサ レムに もど り， イシ メル とその家族

を リーハ イの もとに連 れて きた。 この時 ニー ファイは結婚

す る年 齢 に達 してい た(1ニ ー フ ァイ16：7)。 そ して妻は

荒野 で子供 た ちを産 ん だ(1ニ ー フ ァイ18：19)。 この よう

な点 を考慮す る と， ニー フ ァイはエルサ レム を出た時16歳 ，

主 の訪 れ を受 け た時17歳 ， レーバ ンの首 をはね， ゾー ラム

をつか まえた時18歳 ， 結婚 した時19歳 位 であ ったのではな

いか と推 測す るこ とが で きる。

モル モ ン経 を同 じように吟味 したジ ョー ジ ・Q・ キ ャノ

ン副管長 は， エルサ レム を出た当時 の 「ニー フ ァイは恐 ら

く15歳 を越 えてい なか っただろ う」 と書 いてい る。(ジ ョ

ー ジ ・Q・ キャ ノンTんe
.乙がeq/1Vep腕 ，訪eSoηqプLe痂

「リーハ イの 息子 ニー フ ァイの生涯」p
.14)

ニ ー フ ァイの兄 たちが2年 間隔 で生 まれ た と仮 定すれ ば
，

その年齢 も推測 で きる。母 親 のサ ライアは最初 の子供 を産

ん だ時16歳 で あった とす れば，最 後の子供 を荒 野で産 んだ

時 は44歳 にな ってい た と考 え られ る。 これは 当時 も今 も多

くの女性 に とって出産 の可能 な年 齢 であ る。 中東の友 人た

ちが話 して くれ た慣 習か らみれ ば， リーハ イは妻 よ り約10

歳 年 上 であ った と思おれ る。 〆

イ シメルにはす でに結婚 して いる息子が ふ た りいたのに

対 し， リーハ イにはひ とりもいなか ったこ とか らして， イ

シメルは リー ハ イ よ りも年上 であろう。多 分 リーハ イ よ り
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4歳 位年上で，妻はイシメルより10歳若かった と思われる。

ところで， リーハイの最初の一行がわずか6人 であった

としても，エルサレムを出るのに何頭のろばが必要であっ

ただろうか。食糧，個人の所有物，天幕を運ぶのに9頭 か

ら12頭必要であったと私たちは計算 した。私たちが訪れた

べ ドウィン人によると，天幕は約230キ ロの重さで，壁，

仕切 り，屋根 を別々に荷造 りし，3頭 のろばで運んだに違

いない， ということであった。天幕ひ とつに3頭 のろば と，

一人分の食糧に一頭のろばが必要 として
，少なくとも9頭

のろばが必要であるという結論に到達 した。これにイシメ

ルの一団が加 わったので当然家畜の数 はさらにふえたこと

であろう。

次に，一行がエルサレムまたはその近郊を出た経路であ

るが，私たちはエルサレムから3つ の道がアカバの町に通

じていることを知 った(図4参 照)。このアカバは紅海の北

端 にあって，香料の街道の重要な交差点であり，同時に紅

海に沿って南に向か う唯一の入口で もあった。そのひとつ

はエルサ レムか ら東に吹きさらしのユダヤの荒野を通って

エ リコに向かい， ヨルダン川を渡 って王の公道に合流する。

そして死海の東側 をマダバ，カラク，ペ トラの町々を経て

アカバに達する。いずれも今 日のヨルダンのハ シェ ミテ王

国に所属する。これが南北をつな ぐ昔の第一の道であって，

山中をうね り， ワジを越えて通 じていた。(ワ ジとは砂か

らなる低地または山々に囲まれた谷で，周囲の急な山から

雨水が流れ込む。従って雨期には危険な泥の急流 となる。

しかし乾期には，周囲が荒々しい踏磯できない丘陵地帯で

あって も， ここは砂 地の 「ハ イウェイ」 となって，なだ

らかな気持ちのよい道路に早変わ りす る。)リーハイはこの

東の経路を通 ってアンモン，モアブ，エ ドムの王国を通過

しなければならなかったであろう。家族が危険な状態に陥

ったことはないにして も，国境を越えるごとに税を課せ ら

れていたに違いない。

二番目に考 えられる経路は，エルサレム を出て南へヘブ

ロンに通 じ， さらにベエルシバに続 き，南へ下ってワジ ・

アル ・アラバを通ってアカバに達する。この経路の変形 と

して，ヘブロンで東に向かい，徒歩で越えるしかないソル

ト山を渡 り，急な坂 を降ってエンゲデのオアシスのす ぐ下

を死海の西岸に出，そこでこの後に紹介す るもうひ とつの

経路に合流するものがある。これは選ぶにしてはあまりに

も複雑で困難な道に思われる。へ
　

第三の経路は第一の経路 ど同 じようにエルサレムか ら東

に向かい，エ リコのす ぐ前で南に折れて， クムランの洞穴

や崖を横に見なが ら死海の西岸を南へ下る。そしてワジ ・

アル ・アラバを通 ってアカバに達する。過去の歴史に通 じ

た中東の友人たちは，この最後の経路が最 も可能性が高い

と私たちに告げて くれだ。

しか し， リーハ イがエルサレムを出るに際 してどの道 を

通ろうと，3つ の道は皆死海の南のワジ ・アル ・アラバで

合流し，アカバ湾の北端で紅海に接するアカバに通 じてい

る。アカバは若いニーファイにとって，大切な教育の場 と

なったに違いない。なぜなら，アカバは金属溶解業 と造船
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業の中心地であ り，いずれも後 日み一ファイに とって非常

に役に立つことになったか らである。

昔エジオンゲベルと呼ばれていたアカバは，当時砂漠の

王国であったエ ドムの中心的な町であった。アカバはエル

サレムと古代の紅海沿いの道を結ぶ唯一の街道上にあり，

古代世界の文明 と荒野の接点にあった。

読者はニーファイが 「紅海の海辺に近い国境」に着いて

(1ニ ーファイ2：5')， それか ら 「三 日の間荒野の中」 を

旅 してか ら(6節)レ ミュエルの谷に達 し，そこで天幕 を

張った と書いているのを覚 えておられるであろう。従 って，

この谷に設営された リーハイの天幕は，昔のイスラエル領，

当時のエ ドム人の領 内にある産業の盛んな紅海随一の港湾

都市か らほんの3日 路の距離にあったことになる。アカバ

を通って何度かエルサレムへ行 く途中，ニーファイはアカ

バにおける産業技術を学ぶ機会 を得ていたか も知れない。

事実モルモン経は真鍮版を手に入れ， またイシメルを連れ

て くるため都合4度 この地域 を通過 した と告げている。

しか しリーハ イはアカバか らどちらへ行ったのだろうか。

もちろんアラビア半島全体が彼らの前に広がっていた。 し

かし118の 既知の井戸 を擁 し，アラビアの紅海沿岸 を南南

東に走っていたのは， よく利用された香料の街道であった。

私たちのこの研究に，教会歴史の一節が非常に明か るい光

を投 じて くれる。 それ は，予 言者ジョセブ ・ス ミスが，
「リー一ハイは紅海のそば を南の大洋まで下 り，この地(す な

わちアメリカ)に 渡って きた」 と言ったζとである。(Teα一

cゐ∫πg8{ゾ君んePγ(～pんθ言Joε¢pゐS伽漉 「予言者ジョセブ ・ス

ミスの教 え」p.267)

紅海は厳密に南北の方向にのびているわけではないか ら，

リーパ イの一行 は大体 海外線に平行に 「ほぼ南南東」に

(1ニ ーファイ16：13)向 かって旅 したのであろう。そして

イシメルがネホムで死んでから彼らは 「ほぼ東の方へ」(1

ニーファイ17：1)方 向 を変え， 多くの水のある所まで来

た。

ニーファイが注意深 くほぼ南南東に と言い，次にほぼ東

にと書いているので，彼 らの行 き先であるバウンテフルの

地の位置につ いて相当確率の高い推測をすることができる。

ニーファイがこの地について描写 しているように，そこ

には水，果物，船 を造るための大木，草，野密，花，山，

海岸線，深い海 を見おろす崖，金属の鉱石があったに違 い

ない。信 じられないように思われるか も知れないが，ペ リ

ムからスルまで2，240キ ロにわたるアラビア半島の南岸で

上記の記述に合 う場所はたったひ とつ しかない。この場所

は小さな湾を包むように轡曲した小さな鎌の形 をした土地

で，長さ45キ ロ，幅わずか11キ ロの土地であり，背後には

カラ山系が迫っている。1年 の内3ヵ 月間季節風の運ぶ雲
もや

が海側の坂に集 まり，夏の問，霧，霧 雨が丘陵をおお う。

この場所は，オーマンのサルタン領 ドホファル州にある。

この海岸からどちらに向かって進んでも不毛の土地がずっ

と続いている。繰 り返 して言うが，アラビア半島の海岸線

をすみか らすみまで くまなく捜しても，十分な雨量があっ

て大 きな木が育つ所はここしかない。しか も2千 年以上ず



っ.とそうであったことが知 られている。

私たちは次に古代のサララで交易が行なわれていた理由

を知った。サ ララは乳香の木が自然に育つ唯一の場所であ

ったのだ。今 日では若木がイェーメンとアフ リカ海岸のソ

マ リラン ドに移植されているが， リーハイの当時サ ララは

乳香をほぼ独 占していた。

香料の街道の起点であり，アラビア海に面する土地の中

で船 を造れるだけの木材がある唯一の地サ ララは，一体バ

ウンテフルであり得 るのだろうか。私たちは地図を見たり，

古代史をひもといた りして， リーハ イがアカバか らサララ

まで旅 したと思われる経路 を探ろうと努めた。

私 たちは香料の街道の幹線が北緯19度 の近 くで東に向か

っていることを知 った。 しかしリーハイの一行がナイラン

に到着 してか らも東に進み続けるためには，広大な不毛の

砂漠の端に沿った香料街道ではな く，人のあまり通らない

別の道 を旅 しなければならなかった。 とい うのはナイラン

で街道は南に折れていたからである。多分一行は リアホナ

の指示に従 ったのだろう。このようにして一行は，南方の

異教徒の大国サバやその繁栄 した首都(古 代にマ リブ と呼

ばれていた)そ れにハ ドラマウ トの肥沃な谷を通 ることを

避けた。恐 らくリーハイは，一行の中の気ま・ぐれな分子が

そこにある華やかな文明に誘惑 されることを好 まなかった

のであろう。何年 も小 さな集団で生活 してきてここで南方

の大中心地に来れば，・一行の一部の者はさらに旅 を続ける

ことを拒んだのではないだろっか。

エ ルサ レム

ブ カバ(エ ジ オ ンゲ ベ ル)

ア ル ごベ ダ(恐 ら くレ ミ ュエ ルの谷)

紅

ア ル ・ア ズラ ン

1恐 ら くシ ェゼ ル)

ウ ム ・ラジ ジ(レ ウ ケ ・コ メ)

海

ジッダ(恐 らく弓が折れた

時の宿営地)

ペ

ル

シ

ア ル ・ク ン フ ダ(恐 ら くネボ ム)

ア ：ズハ

ナ イ ラン

ヤ

湾

オ ー マ ン・サ ラ ラ

(恐 ら くバ ウ ンテ フ ル)

ア ラ ビア 海

(イ リ ア ン トム ・エ り ト レ ア ン)

図6

このあまり利用 されない東方に向かう街道では，井戸から

井戸まで100キ ロ以上 も離れている所がある。この街道は，
一行が熱帯性あるいは亜熱帯性の楽園バウンテフルに到着

す るまでに経験 した とニーファイが書いている恐ろしい銀

難(1ニ ーファイ17・：1)を よ く説明 しているように思わ

れる。

次に私 たちは，この旅に要する時間 を考 えてみた。エル

サレムからサララまで3，360キ ロで・ある(図6参 照)。らく

だではどれ くらいの速 さで旅ができるだろうか。ろばでは

どうだろうか。ここで私たちはらくだ乗 りのベテランで，

元英国軍の将校サ リム ・サア ドの助けに頼ることに した。

ワジ ・アラバに駐屯した彼は砂漠の大勢のべ ドウィン人と

友達になっていた。荷物を載せたろばの隊商は6時 間で32

キロ旅ができると彼は説明する。また驚 くべ きアラブ史の

蔵書の中から，あるらくだの旅行隊の例 を引いて くれた。幽

何千頭 ものらくだで構成されるこの旅行隊はカイロか らメ

ッカへ向かう参拝団で，1日 平均38キ ロ進んだ と言 う。

もうひとつ参考にできる数字は，聖書に登場する族長ヤ

コブが妻子たちを連れてパダンアラム(メ ソポダミヤのハ

ラン)か らギレアデの山地まで ら・くだに乗って逃げた時の

速度である。この時，一行は約600キ ロを10日(創 世31：

18-23)で 移動 している。1日 平均60キ ロである。ところ

が怒った義父ラバ ンはこのヤコブに追いついている。つま

り，同じ距離 を7日 で走破したラバンは1日86キ ロ移動 し

たことになる。以上の数字を全部考慮 して平均速度 を出し

リ』ハ イが荒野 を通 って旅行 した と考 えられ

る経路

紀元前600-592年

(最初 の地名は今 日の地名で，括弧内はモル

モン経，聖書，・その他古代の出典に よる地名)

左上 ：冬のサ ララ。干 し草 の

取 り入れ風景。

右上 ：サララのカラ山地の斜

面 は周囲の砂漠 と一変 してい

る。(バ ウンテフルの地 と思

われる)

右 下 ：サララの海に面 した絶

壁 。ニーファイの兄たちがニ

ーファイを海 の深みに投 げこ

もうと した場所であろう。
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て見ると， リーハイはどんな動物 を使 ったとしても1日38

キロは旅行できたと推測す ることができる。言い換えれば，

リーハイの一行は約90日 でエルサ レムか らサララまで旅行

できたはずである。 しかしニーファイは，バウンテフルに到

着するまでに8年 かかった と告げている(1ニ ーファイ17

：4参 照)。8年 間も何をしていたのだろうか。

初めから順を追 って調べてみ よう。一行はエルサレムを

出るのに ぐず ぐずしていなかっただろうし，少な くとも1

日20キロの速さで旅行 したのではないか と考えられる。と

いっことは，エルサレムからアカバまで8日 か ら12日 で移

動 したことになる。そこから一行は「三 日の間荒野の中を」

旅 して，レミュエルの谷に宿営 した(1ニ ーファイ2：6)

地図やいろいろな出来事のあった場所 を吟味 して，私たち

はこの重要な宿営地 とみなされるオアシスはひとつ しかな

いと考えた。それはサウジアラビアのワジ ・エル ・アファ

ルにあるアル ・ベ ダである。 ここで一行は2年 か3年 忙し

い年月を送った と思われる。その間に息子たちは二度エル

サ レムに使いとして送 り返されたことだろう。それぞれ片

道に1ヵ 月かか り，旅の前後に準備 と休養の時間が必要 で

あった。さらにエルサレムではレーバ ンとむずか しい交渉

をし，また自分たちの金銀 を集める時間が必要 であった。

そしてその後に真鍮版の教えを研究 し，理解する日々が続

いた。イシメル とその家族が合流すると，5組 の男女の結

婚の準備 と， それに続 く祝儀の時が必要であっただろう。

また;リ ーハイが作物 を栽培して過 ごしたということも

あ り得る。これは一行がレ ミュエルの谷を出ようとした時

のニーファイの言葉に うかがわれる。

ニーファイは次のように言っている。 「私たちは荒野へ

持って行 くべ き一切の ものと，主に賜わった食糧の残 りと

をことごとく集め， また荒野へ持って行 くためにあらゆる

種類の種子 とを取ったd(1ニ ーファイ16：11)こ のため

に数年が経過するのは実に速かったもの と思われる。

レミュエルの谷の宿営地は， リーハイが安心 して休める

地であったに違いない。彼は造船の地アカバか ら3日 路の

距離 を異国の ミデアンの地 まで入っていたので，彼の命 を

ね らう者がまだエルサレムにいても，彼 らの追撃の手の及

ばない所にいたと考えることができる。

最初の宿営地にしば らく滞在 した後，少な くとも4組 の

結婚で結ばれたふたつの家族は(ゾ ーラムはイシメルの5

人の娘のひとりと結婚 した)，荷物 をまとめて紅海の沿岸 を

南南東に4日 旅 して，彼らがシェゼル と呼んだ地に来た。

私たちは地図を詳 しく調べ，4日 間に160キ ロは移動でき

たであろうと推測 した。 とすると，ワジ ・アズランのアズ

ランのオアシスに着いていたと思われ る(図6参 照)。これ

は一行が一時宿営 したと考えて何 らおかしくない地点であ

る。

一行がシェゼルにどれ位滞在したかわか らない。作物を

植えでそれを収穫す るまでの期間位はいたか も知れない。

しか しニーファイは，程な くして再び南南東へ旅を始めた

と語っている(16：14)。 この度は狩猟に頼って食糧 を得て

いたようである(16：15)。 なぜだろうか。収穫 できなかっ
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たのだろうか。狩猟ではどんな獲物を見つけたのだろうか。

いずれにして も，一行は 「何 日も何 日も旅 を」 した後， し

ば らく野営 し，休息を取 って食糧 を求めた。ニーファイは

この野営地の名前を書いていないが，一行 にとってここは
「試練の野営地」であった。 と言うのは，ニーファイの鋼

の弓が折れ，他の者の弓も 「弾力がな くなった」(16：21)

ため，家族が飢えに苦 しんだか らである。彼 らは恐 らくこ

の間作物 を植 えようとしたことだろう。ニーファイが主の

指示に従って新 しく木製の弓を作 り，再び狩 りに行ったこ

とは，私たちの知 るところである。
一行が同 じ方角に旅 して北緯19度 に

， あるいはその前後

にあるネホムに向か うまでには，恐 らくもう一度収穫期 を

迎 えたことだろう。ネホムでの滞在は長かったか も知れな

い。 というのは，一行の最年長者イシメルが死んだか らで

ある(16：34)。 イシメルの体のため を思い，一行は旅 を思

い とどまったに違 いない。また，天幕 をたたんで旅 を再開

す るまでに，喪の期間があったに違いない。ネボムにおけ

る滞在について，ニーファイははっき り，そこに 「しば ら

く」留 まったと言っている(16：33)。
一行はネホムをたつ と， 「ほぼ東の方へ」向きを変 え，

イ リアン トムの海岸にあるバウンテフルに着'くまで進み続

けた(1ニ ーファイ17：1-5)。 彼 らはこれまで荒野で都

合8年 間過ごして きたのであった(17：4)。 そして，これ

か らも何年かバウンテフルで過ごそうとしていた。この年

月については何 も知 らされていない。私たちは鉱石 を溶か

し，道具 を作 り，船 を造 り，また航海に持ってい く種子 を

収穫す るのにどれ位時間がかかるか推測 してみた。2，3

年必要であっただろうか。定説 となっている聖書の年代 と

モルモ'ン経の年代の間に4年 の誤差があるとしても，エル

サレムは一行がバウンテフルにいる問に滅んでいたであろ

う。興味深いことに， リーハイは一行がアメリカに着 く前

にエルサ レムの滅亡を確認する示現 を見ている(IIニ ーフ

ァイ1：4。 列王下25：2参 照)。

以上 で私たちの研究は終わった。私たちが構成 した経路

や年代 によると，古代に最 もよ く用いられたオーマンのサ

ララを起点とする香料の街道をリーハイが使ったことにな

る。この考えは;既 知の水源や一行が移動 した方角，それ

に確かに出会 ったと思われる民の存在 をよく説明している。

これで私たちは実際に訪れ，距離を測 り，香料の街道の

存在を自分たちの目で確かめ，バ ウンテフルの描写にあま

りにもよ く符合す るこの歴史的な土地 を調査 して，仮説を

吟味する用意ができた。こうして私たちはアラビアへ出発

す る準備 を完了した。(次 号へ続 く)

☆ ☆

も



リーハイの道を

現代の交通機関で行けば
ジ ェ ラ ル ド ・W・ シ ル バ ー

リン ・ホルスタインに述1裏したまま

磁講蜜 醸浦
会が組織 されてから140年 以上にな りますが，あえて中教
東に渡 り，荒野の中に リーハ イの経路 を再発見してそ

の道 をたどろうとした会員はまだひとりもいません。

エンサイン誌からその旅行 をするように依頼を受けたヒ

ル トン夫妻が，私に写真係 として同行 を求めてきました。

ヒル トン夫妻はもちろんですが，私 も教会にできるだけ豊

富な情報 を提供 したいと思いました。

しか し私たちは数々の苦難が待ち受けていることを知 っ

ていました。アラブ諸国は外国人(特 にア メリカ人とキリ

ス ト教徒)を 国内に入れることを好みません。事実査証(ビ

ザ)の 入手は絶えず深刻な問題 としてつ きまとってきまし

た。

ところが旅 を続けるうちに，私たちの行な うことに主の

み手が及んでいることを感 じ始めたのです。主はとて も困

難な状況にあって も私 たちを助けて下さり，目的 を全部果

たせるようにして下 さいました。

ヒル トン夫妻が選ばれたのは，彼 らが中東，中でもアラ

ブ諸国のことに明か るく，愛着 を抱いていたか らです。リン

は過去12年 間旅行代理店の経営者 として，中東へ何十 回も

旅行団体 を引き連れて足を運んでいます。ホープはアラビ

ア語を学んでいました。そしてホープとリンはアラブ諸国

の学生 を援助す る奨学金 を創設していました。

私は以前に ヒル トン夫妻をコロラ ド川下流の旅に案内し

たことがあ りました。ふた りが私に同行 を求めたのは，写

真を撮 るためだけではな く，私が砂漠の中でも水のある所

に案内できると思ったのか も知れませんね。

リーハ イがイスラエルのエルサレムか らサララ，オーマ

ン(バ ウンテフルの地であると信 じられている)と 通って

行 った道 をたどるには，反対の方か ら進 まなければならな

いことがわか りました。 と言 うのは，アラブ諸国の中には，

イスラエルを経由する外国人旅行者を入国させ ない国があ

るか らです。

査証の問題は冒頭か ら難関でしてね。ホープは首都 ワシ

ン トンへ出かけて行って許可を得 るためにオーマンとサウ

ジアラビアの大使 とかけ合 ったんですが，事態は思わしく

ありません。 リンは親 しいアラブの実業家に話 しましたが，

効果はあ りませんでした。

私たちは皆，当時十二使徒補助 であったロバー ト・D・ヘ

イルズ長老か ら特別な祝福 を受けました。その中で長老は，

私たちが所期の 目的をすべて果たせ るように祝福 して下さ

いました。

ともか く私たちは1月 中旬に合衆国を発ったのですカ㍉ ま

だ両国に入る査証は入手 していない状態でした。ヘイルズ

長老の言葉 を信 じて， とにか く行ける所まで行 くことにし

ました。エジプ トのカイロに着陸 した時 もまだ，査証 は

あ りません。しか しその翌 日，私たちはブ リガム ・ヤ ング

が主の業につ いて語 った言葉が真実であることを悟 り始め

ました。ブ リガム ・ヤングは 「主の業 を行なうために可能

なことをすべて行 なっていて， それでも達成できなければ，

達成できるよう神 に願 うとよい。あなたがたにはその権利

がある」 と言っていますね。

私たちは相変わらず査証なしにオーマンのマスカットに

到着 しました。そしてひとりの英国人が同 じ問題のために

即刻飛行機に乗ってオーマ ンから出国するように命 じられ

たのを見て，ああ， これはもうだめだと思いました。

私たちは懸命に祈 りました。不思議な ものですね。入国

管理の係官は私 たちの所に来 ると，全 く寛大な好意か ら，

6日 間オーマ ンに滞在することを許可して くれたんです。

後になってわかったことですが，当時戦場 となっていた

サララに行 く計画であることをもし係官に話 していれば，

許可は決 してお りなかったことで しょう。こうして私たち

はサララへの第一歩 を踏み出すことができたわけです。あ

る夜マスカットのホテルに戻 る途中で，私はヘ イルズ長老

の祝福の言葉 を思い出しました。彼は，アラブ諸国の同業

者(報 道関係者)と 話 をして， できる限 り教会に好感 を抱

かせるように努めなさい と言われました。

翌朝早 くリンと私はオーマ ンの情報相(テ レビ，ラジオ，

新聞担当)に 会いに出かけました。す ると情報相 は合衆国

大使か ら後援す る旨の手紙が得 られれば，サララに行 くこ

とができると言 って くれました。合衆国の係官はきわめて

協力的で，早速手紙を用意 して くれましてね，間もなく私

たちは昔のバウンテフルであると思われる地に向かって出

発することができたんです。

サララは美 しい所でしてね。遠 くに銃声が聞 こえました

が，サララは平和 その ものなんですよ。研究を進めてい く

中でわかったことですが，アラブ諸国の小さなこのサララ

の町は， リーハイが通った と思われる頃からあまり変わっ

ていないんですね。

もうひとつ幸運なことがありました。情報相がサララで

323



ひ とりの若 いアメ リカ人と会 えるように手配 して くれた

んです。このアメリカ人はサ ルタンの放牧場 で働 いてい

て，∵この地域 を詳 しく知 ってるんです。短い滞在期間で

したが，彼のおかげであちこちへ案内 してもらって美 しい

写真 を何枚か撮影することができました。

リンはオーマンで何 とかサウジアラビアに入国する査証

を手に入れ，ホープ と娘のシンシアを先にジッダに行かせ

ました。でも私はまだ査証がありませんでしたか ら，アラ

ビアのダーレーンに着いた時にまたむずか しい事態が起こ

りました。、直ちに国外に出るよ うに命 じられたので，私は

すばや ぐフィルムをリンに手渡しました。そしてひ とりバ
ーレンという辺ぴな所に追放 され ることになったんです

。
・しか しこのことでよく祈った私は

，当地のアメ リカの係

官から一通の手紙 を入手でき，それ をサウジアラビアの大

使館に持って行 きました。す ると数時間 して， スタンプを

押 したばか りの査証 を入手す ることができたのです。アメ

リカにいた時，アラビアに入国する査証は絶対手に入らな

いと半年 も聞かされてきましたからね。これはまさに奇跡

でしたよ。

この時か ら私は，たて続けに幾つかの奇跡 を経験 しまし

た。アラビアのダーレー ンに戻 るためにパー レン空港 に

かけつけたんですが， どの便 も皆空席待 ちでした。こった

がえした空港で，ある人は飛行機に乗るためにもう丸2日

間 も待 っていました。そんな状態ですか ら，次の便 に乗れ

る可能性はまずないですよね。

とこ.うが， また祈 りなが ら立っていると，切符 を扱 う業

者が来て私の切符を取 ると，何の理由 もな く私の切符に空

席待ち一番のスタンプを押 したんですよ。その時飛行機に

乗れるのはたったふたりでした。

こっいったことがその後次々と起こりましてね。ダーレ
ーンに着 いてもまた空席待 ちでジッダに向かわなければな

りませんでしたが，ここの切符担当官も何の理由 もな く，

私の切符に空席待 ち一番のスタンプを押 して くれ ました。

もちろんこの時 も祈 りましたけ どね。

ジッダのホテルはほぼ年中何ヵ月も前か ら予約済みで，

中には1年 あるいはもっと前から予約済みの所 もあって，

部屋を見つけることは全 く不可能でした。 ところが， また

おもしろいことが起 こりました。ジッーダに向かう機内で会

ったジッダ出身のアラビア人が，泊まる所があるのか と聞

くので，ないと答えた ところ， 「今晩私の所に泊 まりなさ

い」 と言って くれたのです。
この人は信 じられないくらい親切にもてなして くれまし

てね。その夜はこの人の溺荘に泊めてもらいました。翌朝，
アブハまで飛行機に乗って行 って ヒル トンの家族を捜そ う

とする私を，彼は飛行場まで送って くれました。ここでも
また私は空席待 ち一番の印を押してもらいました。

私はヒル トンの家族は私 より2日 前に着いていると計算

していましたので，アブがに着 いても一体 どうして捜 して

よいものか全 く見当がつきませんでした。 ところがまた不

思議なんですね。ジッダの空港ですわってこのこ とについ

て祈 り，ふ と目をあげ る とヒル トン夫妻が入ってくるで

はありませんか。彼らも同 じ便に乗ることになっていたん

ですよ。私たちは抱き合って大喜びし，笑ったり泣いたり
というわけです。
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そんなわけで無事アブハに着いたんですが，今度は当地

の王子の許可が得 られなければ，どこへ行 くこともできな

いと言 うんです。 ところがそのかん じんの王子が町にいま

せん。私たちは.当地の歴史家ならいろいろ助けて くれるだ

ろうと思って捜 していた所，ホテルの経営者の兄弟に会 う 一

ように勧め られました。その人はアメリカでふたつ学位 を

取得 した人で，王子の親戚で もあったんですね。彼はこの

地方の歴史に通 じていて，次の 日から3日 間彼の客 として

丁重に町 を案 内して くれ ました。

空港に着いてアブハ を発 とうとしていると，私が写真を

撮っているのを見た役人がフィルムを渡す ように求めてき

ました。幸いフィルムを入れ換えたばか りだっ.た4)で，ゐ
メラをあけて， まだ2枚 しか撮 っていないフィルム1本 を

渡 しました。はらは らしましたね。でも厩に操影ずみの5

本のフィルムはポケ ットに入れか ⑳ で没収 さ樽 琳

でした。

やれやれ と思ったら，今度は別の係官が私の大きな写真

装具 を見て，皆が飛行機 に乗り終えるまで得っているように

言うのです。背筋が凍る思いというのはああいう時のこと

を言 うのですね。私は一生懸命に祈 りました。 きっとヒル

トン夫妻 も飛行機の中で祈って くれていたこと.でしょう。

私は一点の疑いもな く聖霊が この人を動かしたと確信 し

ています。彼の表情に変化が出てきたように思ったんです

よ。彼は近 くに来 るように合図し，旅券に目を通す と，飛

行機に乗ってよい，、と言いました。 、

私たちはヨルダンでベ ドウィンの古物商に立ち寄 ったん

ですが，皮製の水袋， らくだの装具，マジグースの皮で作

ったオ リーブ油の袋などがあ りましてね， リーハイが旅に

携帯 したものによ く似てるんです よ。また写真 もいいのが

た くさん撮れました。

ヨルダンのアンマ ンでは，政府の情報相 と会見 して，'教

会の系図部が この国の戸籍資料をマイクロフィルムに撮れ

るように交渉 しました。

また西岸のイスラエル領におけるアラブ関係 を担当して

いる大臣とも会見 して， その地域にあるアラブの記録を系

図部が撮影できることになりました。

アラブの民にとって家族の記録は最 も神聖なものなんで

すね。・教会の方針で家族の記録 を保存す るように言われて

いるということを説明します と，彼 らはいつ も喜びの表惜

を顔に表わします。自分たちの記録が花嵩岩を くりぬいた

保管所に納められ，永久に保存されることを聞いて非常に

っれしそっでした。

アラブの人たちは素晴 らしい人たちです。性質は温和で，

悪意があ りません。福音を受け入れれば，数 多くの奇跡が

彼らの間に見 られるようになるでしょうね。

国々の門戸が開かれて，今 までで福音に接することので

きなかった人々の もとにも宣教師が送られるように祈ろう

とキンボール大管長が全教会貝に呼びかけ ましたよね。私

は今度の旅の間中ずっとそれ を考 えていました。

ヒル トン夫妻 と私は，門戸が私 たちに開かれ，人々が本

当の目的を知 らないのに私たちを入国させて くれたのを見

て，会員の祈 りが答えられているということを実感 しまし

た。主が道 を備えて，派遣 された目的を達成で きるように

助けて下 さったんですね。
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父 が夜 ふ け に帰 って来 た･ジ･一 男 まふ とん
をそっ と持 ち上 げて,弟 の ジ ミー の頭 ご し

に父の方 を見 た。だ ん ろのそば で うた たねLて

いた母 がす､ぐに 目を さま し,父 に何 か さ さや い

てい る。つ か れ た よ うな低 い声 がか えって きた。

ジ ョー ジは,母 が 父のぬ れ た コー トをぬがせ る

の を,じ っ となが めて いた。母 が コー トを火の

そ ばにかけ る と,父 はいす に こ しか け,ブ ー ツ

をぬ いだ。 は き古 したブー ツの破 れ 目か ら水が

あふれ,床 を よご した。

母 はだん うに まき を くべ なが らこ う言 っ た。

｢あ なた
,こ ん なに まで働 くなんて 。霧 は こい

し,と て もさむ い わ。 それ に このブー ツ じゃd

母 は子供 た ち を起 こさない ように と小 声 で話

してい た よ うだ ったが,ジ ョー ジには聞 き とれ

た。

ア イオワの大 草 原 を昼 夜か まわず 吹 き荒 れ る

風は冷 たい。 ジ ョー ジは背 中が 冷 えて きた ので,

弟 に そっ とよ りそっ た6

｢そ れ しか な いんだ
,マ ーサ｣と 父 は母 に言

い,せ きこんだ。 それか らだ まってぬ れ た くつ

下 をぬ ぎ,つ ま先 をこす った。

ジ ョー ジは暗や み の 中でふ るえなが ら,ジ ミ

ー の背 中 に顔 を うず め た
。 父のせ き,そ して青

白い顔 と生気 の な い 目に ジ ョー ジは お どろい た。

寒 い中 をぬ れ なが ら長 時 間働 くこ とが,せ きの

原 因なの であ る。

その 日ジ ョー ジは妹 のアマ ンダ と父 に昼 食 を

とどけ に行 ったの だ った6ふ た りは深 くて暗 い

穴 のふ ちに立 ち,じ っ と中 を見 て いた。 父 は穴

の底 でつ るは しを土 につ きさ し,ほ った土 を上

にほ う りあ げて いた。 足首 あた りまで水 が た ま

り,ブ ー ツや 穴 の まわ りに は氷 がつ いて いた。

｢あ と2 ,3日 で終 わ りだ。 そ した ら荷 馬車

を買 うお金が 入 る よdそ う言 って父 はふ た りを
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見 上 げた。

砦鋭 〃
荷 馬車!父 は 荷 馬車 と上 等 な雄 牛 を買 い,

シオ ン に行 こ う として いたの で あ る。 ヤ ン グ大

管 長 か ら,何 もか もお しみ な くさ さげ るな ら,

シオ ンに行 くこ とが で き,家 族 は しゅ くふ くさ

れ る と約 束 されて いたの だ った。 だか ら子 ども

た ち も,荷 馬車 を手 に入れ るこ とが どれ ほ どた

いせ つか を知 ってい た。

ジ ョー ジ とアマ ンダは昼 食 を下 ろす と,穴 の

ふ ちに こ し をお ろ し,歌 を うたいは じめ た。 父

は ふ た りの そん な姿 をに こや か に見 て いたが,

急 にせ きこん で しま った。

ふ た りは ど うして い いのか わか らず,顔 を見

あわせ,父 が｢だ い じょうぶ だ,ち ょっ と熱 が

あ るだけ だ,す ぐに よ くな る さ｣と 言 って くれ
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り出 した。

ジ ョー ジは くちび るをか む と,走 ってい く妹

の姿 を じっ と見 て いた。 アマ ンダ は10さ い とは

思 えな いほ どた くましか った。 ジ ョー ジは妹 を

連 れて行 くこ とに した。 走 りなが らジ ョー ジは,

ほ り終 わっ た と きの母 の顔 を うかべ てい た。 き

っ とで きる!

｢ぼ くが ほ らな くち ゃな らな いん だ｣ジ ョー

ジは心 を決め た。

間 もな く,ハ ー カー さん の農場 が 見 えた。 父

の重 いつ るは しと大 きな シ ャベ ルがハ ー カー さ

ん の家畜 小屋 のかべ に たてかけ て あ った。

｢重 いな!こ ん なの初め てだd

その とき耳 も とでだれか が ささや い た よ うな

気が した。｢私 が助 け よう｣と 。

井 戸 につ いた ジ ョー ジは,ロ ー プ を使 って穴

に入 った。足 を地面 につ け る と,つ め た い水 が

ブー ツの上 まで あ り,ジ ョー ジは思 わず 息 をの

んだ。 そ してつ るは しをつか む と,助 け を求め

て心か らの祈 りをさ さげ た。

ジ ョ乱 ジはほ っ た土 をバ ケ ツに入 れ,そ れ を

ロー プに結 び,ロ ー プの先 を妹 に なげ た。 しめ

って重 い土 の はい ったバ ケ ツ を引 き上 げ るアマ

ンダ を,ジ ョー ジは心 配 そ うに見上 げ てい た。

｢も のす ご く重 いわd

｢お まえに む りだ ってい うこ とは わか って い

る よ司 ジ ョー ジの声 はふ きげん だ った。 くた く

たにつか れ,今 に もなみだが こぼ れ そ うだ った

か らであ る。

アマ ンダは くちび る を き ゅっ と引 き しめ る と,

｢私
,で きるわ よ!お 兄 ち ゃん,し な くちゃい

け ないの｣と 言 った。

ジ ョー ジは 自分 をはずか し く思 った。妹 はひ

っ しでや って い るのに,井 戸 のかべ が ごつ ごつ

して い る の で,バ ケ ツが つ か え て し ま うので
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下じきになってしまいました。こうしてアル

マとアミュレクはのがれることができたので
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1.な め らか で,た ま ごか たの石

を集 め ます 。砂 浜や 川岸 で 見

つ け られ るで し ょ う。 じゃ り

の 中に もあ ります 。

小 さめ の た ま ごか たの石 で

同 じ大 き さの もの ふ たつ を足

に,大 きい石 は ど う体 に,小

さい ま るい石 を頭 に使 い ます。

石 は ブ ラ シで よ く洗 い,布

で ふ きます 。

2.ふ たつ の石 をな らべ てせ っ ち

ゃ くざいでつ け,足 を作 りま

す 。 ど う体 に頭 をつ け ます 。

頭 は ど う体 の前 よ りにつ け,

か た の線 をだ します。(図 を

見 る)

3.足 と首 のせ っち ゃ くざいか か

わ いた ら,足 の上 に ど う体 を

つ け ます。 か わ くまで動 か な

い よ うに支 えてお き ます 。

4.せ っ ち ゃ くざいか 完全 にか わ

い た ら,初 め に は だ色 をぬ り,

次 に服や くつ な ど をぬ ります 。

(図 を見 る)

5.色 の さか い 目は 黒 で りん か く

を と ります。 笑 って い る 口や

まゆ毛,う で,足 な どをか き

ます。

毛 糸 をて き と うな長 さに切

り,頭 につ け て,か み の毛 を

作 ります 。

完全 にか わ いて か ら,両 方

の くつ の底 をぬ ります 。 フ ェ

ル トを切 ってつ け るの もよい

で し ょう。
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スベイシ語の声

ルイ ス ・エ ス ビノサ

私 は教会に入る前から日言己をつけていました力粕 分の
家族を教 えたり励 ました りする神聖な経験を記録 とし

て残す という意味で日記が本当に役立つことを確信 したの

は，1968年 のある特別な経験からでした。

私はそれ より6年 前にチ リで教会に入 り，その後ユ タへ

引越して， クレリヤ とい う素敵な女性に出会い，彼女 と結

婚 しました。1968年 当時，私は学生で，息子のルイスは3

歳でした6

ある意味で，私たちは迷っていました。自分たちの目標

や 問題 をどうして解決 した らよいか ということがはっきり

わか りませんでした。ふた りで断食をして祈 りました。私

はある朝，ひげを剃 りなが ら自分 たちのかかえている問題

を考えていました。何 らかのみたまの導きが欲 しいと思 っ

ていました。その時はきっと心の波長が合っていたのでし

ょう。私はスペ イン語で話 しかける声 を聞きました。その

声 は問題を具体的に どうしたらよいかはっきりと教 えて く

れて，'その解答 を生活に生か していくために，福音の原則

の中でこれを理解 し，どのように実行 しなければならない

か を明 らかに して くれました。

それと同時に，明 らかにされたこの解決法を妻に も教え

なければという強い気持 ちに駆 られました。私は泡だ らけ

の顔のまま，浴室 を出て叫びました。 「今す ぐ話 したいん
・だけど!」 それ まではっきりしなかった幾つかの原則を

，

非常に明瞭に妻に説明できたことも，その朝受けた祝福の

ひとつだと思います。 自分たちの家族にかかわる原則 と，

教会でそれまでに聞いていた家庭の夕べについての勧告が

それです。この ことはその後の私たちの生活に大 きな影響 ，

を及ぼ し，現在 まで，家族内の問題 ということだけでなく，

天父が私たちを見守って祈 りを聞いて下 さることを思い出

させて くれる出来事 として，霊感の源 となっています。

今 日記に書いてあることを読む と，その場で感 じた と同

じような感動がよみがえってきます。ヒュー ・B・ ブラウ ・

ン長老はこう言われましたd「 ひとりでいる時に，.私は し

ば しば，新鮮 ，明瞭に語 られる真理 を聞 く。そ れは飾 らず，

訳 されず，言葉で告げるものではな く，ただ心によっての
'み 聞かれる

。原語で自分の内面か ら語 る。・私は自分がそれ

を地上 にもたらしたことを知 る、それはっいそ教えられた

ことのないもので，人に上手に教えることもできないd

(耽eγ㎎ZQπe5孟 「永遠の探求」p.435)'

私の経験はこのようでした。真理の声が 自分に話 しかけ

てい々ように感 じ，快い気持ちがして，平安 を感 じました。

それが真実であることがわか りました し，今で も日記を読

み返すたびにそう感 じます。
'私
は普通は英語 を使っているのですが，その時の霊感が

母国語のスペイン語によったことがそれ 自体私 にとっては

ひ とつの霊感でした。確かにみたまはあ らゆる言語を自由

に使います。・

恐 らく祈 りの答えが非常にはっきりとして大きかっ、たた

めで しょう。それを言葉にするのは恐れ多い感 じで，当時

つけていた 日記にもそのことを何ヵ月も書かずにいました。

そんな時に，何年 も前の丁度バプテスマ を受ける前に経

験 したもうひ とつの霊的な出来事を思い出しました。でも

その経験 も日記に書かなかったので， もう細かい部分があ

やふやになって しまっていました。息子に教えたかったの

ですが，記録 していなかったためにそれができませんでし

た。

私は今度受けた祈 りの答えについては二の舞いを踏むま

いと思いました。 しかしその話 を日記に書 きながら，'知ら

ない うちに細かいことを少 し忘れてしまっているのに気づ

きました。たった数 ヵ月前のことなのに，なかなか思い出

せないのです6も っと長い間書かずにいた らどうでしょう。

今私の家には，主が私たち家族 を愛 しておられることをつ

づった記録があります。一緒に何回もその記録 を読み返 し，

それぞれがそこか ら導きを受けています。

11歳の息子はこの5年 間 自分の 日記 をつけています。一

生の記憶を座右にとどめてお くのに良いスター トだと思い

ます。 日記に残る彼 自身の過去は，現在の力，将来の指針

になることでしょう。
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なかなか読めないのなら

オ ク ラホ マステーキ部

ア ニタ ・ミラ ー

は福音に関してはとて もおっよっ私
に育ちました。家庭に神権者はい

ませんでしたし，一生懸命に福音を勉

強して も，実際に試練がやって くると

福音の標準 を守ることができずにいま

した。

夫は教会員ではな く，長い間私たち

の家庭には福音が根づ いていませ んで

した。教会のこ とを話 し合おうとす る

といつ も誤解や緊張が生 まれるので，

意識的に避けていました。

私はそんな家族の とげとげしい雰囲

気がいやで，5年 前に，それをどうに

か しようと決心 したのです。ちょうど

夫がベ トナムに従軍 した時でした。息

子が4歳 だったので，初等協会に行か

せ ることにしました。そうするうちに

日曜学校や聖餐会に も行 くようにな り

ました。でも教会に行 って もあまり居

心地よくあ りませんでした。知 らない

人が大勢で，だれ も私たちのことを特

に気に とめない様子でした。ただ一家

族だけは違いました。その家族は私た

ちを食事 と家庭の夕べに招待 して下さ

いました。私はやっとその経験か ら，

自分の家庭に欲 しいと思いながら欠け

ていたものがあることを知 りました。

私は休暇で帰った夫に， 自分に とっ

て教会がどんなに大切か， また自分は

教会をどれほど信 じているかを話 し，
一度一緒に教会に行 ってくれれば二度

と言わないか らと言いました。

夫がベ トナムか ら帰還す ると，私た

ちはケンタッキー州 に移 り，そこで教

会に通い始めました。夫の リッチは穏

健な反対派 とでも言 うのでしょうか，

たいていの教師ならどこか別の場所で，

せめて別の機会に聞いてほしいと思 う

ような質問ばか りしました。私は次の

転勤の時には，末 日聖徒が周囲に大勢

いる土地に行 きたいといつ も祈 りまし

た。 リッチがモルモンと親 しくなるよ

うに と心か ら思ったのです。一生懸命

にそのことを祈 りました。

やがて転勤の辞令が出て，オクラホ

マ州のスティルウォーターに行 くこと

にな りました。私は3日 間泣 き通 しま

した。オクラホマにはモルモンがいな

いと思ったのです。でも，主はみここ

ろのままに事 を運ばれます。オクラホ

マでも私たちはまた求道者の クラスに

出席 して，今度はホームテ ィーチャー

が来て下 さることにな りました。

決定的な変化があったのは，1970年

1月 のとても寒い晩でした。1970年 こ

そは教会の年にしようと心に決め， も

う中途半端なモルモンはやめにして完

全なモルモンにな りたいと思 いました。

そこで年頭の月曜 日の夜(当 時，扶助

協会は月曜 日に行なわれていました)，

厳 しい寒さの中を出かけ ました。 リッ

チは 「行かないで くれよ，お願いだか

らさ」 と言いましたが，私は 「行かな

くちゃだめなの。今行かなかったら，

もう行けなくなるわ」 と答えました。

教会に着 くとがっか りして しまいま

した。ほかにだれ も来ていなかったの

です。でも間もな く3人 来ました。会

長会の人たちでした。やがて7人 にな

りました。みんなが私 を歓迎 して下さ

いました。証会があって，私を除いて

全員が証をしました。部屋の中に目を

うるませない人はひとりもいませんで

した。私は家に着 くが早いか，教会で

感 じたことを夫に話 して聞かせ ました。

このことから私は扶助協会が大好 き

にな りましたび約半年の間，一度 も欠

席 しませんでした。そ うしたある日，

レッスンの最後の証の後でひとりの姉

妹が， 「モルモン経がなかなか読めな

ければ，ニーファイ第3書 から始めて

ごらんなさいdと 言いました。

私は， 「そうね，大変なのね。読み

始めることさえできないのだか ら」 と

思いました。

その夜帰宅 してか ら，私はニーファ

イ第3書 を開いて全部 を読み ました。

当時私たちはふた りとも学生でした。

私 はニーファイ第3書 を読み終 えると，

別 の部屋で勉強していた夫のところヘ

モルモン経 を持 って行 きました。

そして夫にモルモン経を渡 してこう

言いました。 「ここのところを読んで

みて下 さらない。こんなに素晴 らしい

こと，今までに読んだことない と思 う

わd

彼は，「冗談だろう。こんな夜中に」

と言いたげに私を見 ました。

で も彼はニーファイ第3書 を読みま

した。11章 を読んで感動 しない人がい

るでしょうか。
「群衆はその意味が解って天 を仰 ぐ

と，天から一人の男の方が降 りたもう

のが見えた。このお方は白い衣 を召し

て，降って きた群衆の中に立ちたもう

た。群衆の 目はみなこのお方の上に注

がれたが，互いに物を言う勇気がなか

った。みなは自分 らに現われたこのお

方を天使 であるとは思 ったが，そのお

方が降 りた もうたわけは知 らなかった。

時にそのお方は手を伸 して群衆に話

しかけて仰せになった。
『見よ，われはイエス ・キ リス トな

り。予言者 らがこの世に来ると証をし

たるその者な り。』」(8-10節)

この書が きっかけにな り，夫はモル

モン経を全部読みました。 また私 も読

み ました。私 たちはそのほかに も教会

の本を読み，祈 り，家庭の夕べ を始め.

ました。それか ら半年 もしないうちに

夫はバプテスマを受けました。そして

1年 後に自分 で息子にバプテスマ を施

しました。それは，私にとって一時は

無理 だ とあ きらめ もした夢 で した。

4972年 に，私たちは神殿で家族の結び

固め を受けました。

私たちを幸福の道に導いてくれた聖

典 に対 して，私がどんな思いでいるか

とうてい口では言い表わせ ません。
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私 たちはさま鑓 鯉 由から正し
いこ とを行 な っ。単 に，悪 い こ と

をして罰 を受 けた くないか らとい う理

由で，正 しいこ とをす る人 もいる。だが ，

私 たちが，何 か罰 を恐れて正 しい こ と

をす る場合，私 は， その根拠 は きわめ

て不安 定 なのでは なか ろ うか と思 う。

「私 は
，正 しい こ とを行 うよ うにず っ

と教 え られ て きたか ら，正 しい こ とを

す るんです」 と言 う人 もいるか もしれ

な い。だが， その よ うな理由づ け も，

他 人の話の上 に，入 の証 の上 に成 り立

っているの であ って私には， それよ

りもっと成熟する必要があるように思

える。私が思 うのは，私たちは，他人

の証に頼るのではな く，自分 自身の証

を持つ必要があるということである。
「ただ私の両親を喜ばせたいか ら

，正

しいことをしたいんです」 と言う人が

いるのも聞いている。私 たちは皆， 自

分の両親を喜ばせ たいとい う希望は持

つべ きではあるけれども，その理由だ

けでは，永遠 を通 じてずっと私たちを

支えきることができないのではないか

と思 う。 ただ主の戒めに従順でいたい

か ら，正 しいことをしているんだ， と

言 う人がいるのも聞いていよう。これ

はこれで，極めて高い，貴い目的であ

る。 もちろんこれには，その従順が個

人的な確信を伴わない盲 目的な従順で

はないという条件がつ く。私にとって

最 もふさわしいと思われる理由は，天

父に栄光 を加えたい ということである。

私たちがどのような動機から行動 を起

こそうと，私は，最終的には，個人個

人の証 をもってこれを補足する必要が

重荷を主にゆだねなさい

七十人第一定員会会員

ロバ ー ト ・L・ シンブソン
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あると考 えている。私たち個人個人の

証は，福音の学究 と理解 という基礎の

上に成 り立つ もので，この証は，私た

ちを己を捨てて奉仕する生活へ と導 く

ものだか らである。そしてその証の最

も清め られた状態というのが，主の大

いなるみ名に栄光 を加えたい という理

由か ら福音の諸原則に従って生活 して

いるのだ， という崇高な思いを抱いた

時なのである。
「見よ，これわが業にしてわが栄光，

すなわち人に不死不滅 と永遠の生命と

をもたらすなりd(モ ーセ1：39)こ

の聖句は，一文にして，あらゆるもの

、が創造された目的を端的に言い表わし
メ ヘ へ

ている。私は， まだ若い頃，神がいま

だに永遠の進歩を続けているなどとい

うことはありえないことではないだろ

うかといつ も考えていた。どう見て も

神は完全な御方だ し，全智全能の御方，

あらゆるものを克服された御方である

はずだった。だがこの聖句を理解でき

たので，今は神がさらに栄光を受け，

さらに昇栄す ることがおできになるこ

とを知っている。事実，それは子供 たち

の成功によって増 し加 えられるのであ

る。私たちが失敗すると，神の可能性

を狭めることになる。私たちが義 しい

努力をして成功 した場合，神のみ名に

栄光が加 えられるであろう。これこそ

完壁な動機 と言えないだろうか。利己

的な意図の微塵 もない，完壁な動機な

のである。

悔 い改めの必要性

私 たちは生活 を通 じて，この世の生

涯の目的は克服す ること，すなわち神

のみ前で耐えられないような資質を克

服することである， と教えられている。

私には，私たちが自分で判断ができる

のではないだろうか という思いが，い

つ も心 をよぎっている。人は，自分 自

身のや り方を続けたいと思 うものであ

り，慣れ親 しんだ生活様式の中で生活

したいと思 うものである。そうである

な らば，霊に生命を与えて くれた天の

父母のみ前で，気楽にくつろぎたい と

思わないだろうか。 自分の行きたい所

に行けないというのは，いつの時でも

最大の失望ではなかろうかと思 う。計

画は明らかである。私たちが近づ こう

としている父なる神は，はるかに高い

み座 にお られる。そ して，私 たちに

とってこの地上において最も差 し迫っ

た仕事 というのは，聖なる主のみ前に

二度 と出 られな くなるような思いや行

動に打ち勝つ ことである。そのために

悔 い改め という大いなる原則がなかっ

た としたら，私たちの中で，ひとりで

も昇栄や永遠の生命に到達できる者が`

いるか どうか，疑：わしいと思 う。

救 いの計画が正式に提示 された時，

また，あらゆるものには反対の ものが

おかれると決定された時，そ してまた，

全人類に自由意志が与えられることに

なると決定された時，神はその時点で，

何か修正する過程が必要 となろうとい

うことは知 っておられた。罪の重荷，

悪習，誤った選択などを修正す ること

により，償 うことができるか らである。

神はこの過程のことを悔い改め と呼ば

れ，またこの悔い改め と表裏一体の関

係にある，赦 しとい うもの も備えられ

た。高慢，傲慢，利己心 といったもの

はすべて，悪魔の小道具であり，悔い

改め を妨げる重大な要因となっている。

偉大な概念 というものは，ことごと

く簡潔な公式で表わされるものである。

例 えば，アインシュタインの相対性理

論 も，E=mc2と レ～った簡潔な公式

で表現されている。悔い改めの簡潔な

公式は，教義 と聖約の中に書かれてい

る。「人罪を悔い改め しや否やは，見よ，

彼は自らこれを告 白しその罪 を捨つべ
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ければ，その悔い改めたることはこれ

によりて知るを得べ しd(教 義 と聖約

58：43)「二圭一_ζ

と は ， 高 慢 棍1、'…

否的な劉囲惣 一 し

にくいものでコ紘 ゑが，信仰，愛，謙
一一_一 幽 一 一 一 劇 劇幽麟 一 脚一簡 引一 ■■■騙 隔噛駒 曜顧■ 願一 閣 ■[・籔 一 可
能 なこ とで ある。一
悔 い改めの過程

監督の ところへ出される問題の大部

分が，監督ひとりの手によって，静か

に，内密に， しか も慎重に処理 されて

いることには，あなたたちも気づいて

いることと思 う。監督はほ とんどの場

合，監督法廷 を招集する必要性は感 じ

ない ものである。

問題の重大性に応 じて定められる試

しの期間の後には赦 しが待 っている。

それ と同時に，あらゆることが同意さ

れた条件 どお りに進め られているかど

うかを見るために，通常監督は定期的

に確認をする。その上で，最終的には，

その会員は，新 しく見つけ出した自由

というものの中で新たな安 らぎを感ず

ることができ，力の限 り，そ うした問

題 を排除 しようと努めるのである。そ

れ以上の重荷が課せ られ ることもな く，

昇栄への道を妨害する障壁も取 り除か

れ る。新 しく平安な気持ちが病んだ心

にとって代わ り，かつての偽善者の感

情 も，すがすが しい良心にとって代わ

られるのである。

重大な罪の場合，法廷の聴聞が必要

なこともあるが，その時でも，その手

続 きは親切で，暖かいものであると，

約束 しておこう。教会の法廷制度は公

正 である。これまで数 多くの場所で述

べ られているように，教会法廷は愛の

法廷であって，ただただ，教会貝が再

び正 しい道 を歩み始める手助けをする

という目的以外，何 もないのである。

天父の手を下 したもうたものの中で，

その子供たちを陥れ ようとす るような

計画はなにひ とつない。あらゆること

が，私 たちの進歩を助けるために計画

されたのであって，決 して邪魔 をする

ためではないのである。私はここで，

私が個 人的に知 っている人々を少 し紹

介 してみたいと思 う。この人々は，教

会か ら破門はされたが，再びバプテス

マの水をくぐって教会に戻 り，歩むべ

き道 を見いだして，その祝福 を皆こと

ごとく回復 して もらった人々である。

彼 らは今では，確固とした基盤の上に

自分 を築いている。神権者が適正 な鍛

一
練の場を与 えてくれなかったら，私は

この人々が，今築 き上げているような

新 しい自信に満ちあふれた心境に到達

できていたかどうか，はなはだ疑問で

ある。

教会法廷制度

教会の法廷制度について本当に理解

している教会員は，比較的少ない。そ

のため，あなた方が，主の方法に信頼

感 を抱 くことができるよう，私の心の

中にあることを，少しお話 ししてみよ

うと思 う。

多くの人の心の中には，教会法廷に

対 していわれのない恐れがあるが，こ

れ こそ悪魔のね らっている所である。

悪魔 というのは，人が物事 を正 しく判

断する道か らそれたときに，勝利を収

め る。それが悪魔の側の勝利なのであ

る。不幸なことに，教会員の多くは，

監督法廷や高等評議貝会法廷が叱責の

場であると考えている。だが， これは

正 しくない。こうした法廷 というのは，

必要な手順の一部なのであって，これ

がなかったら，人が望んでいる気高い

永遠の 目標に到達できない人々が大勢

出て くることになる。

監督法廷について，手短かに述べて

みよう。まず，監督 との内密の面接で

重大な背罪行為が明らかになった場合，

監督は，監督法廷の招集を決定する。

法廷は，ワー ド部監督会の3人 で構成

される。ここでは，そのワー ド部に籍

を置 くいかなる会員の破門についても

審議することができるが，メルケゼデ

ク神権者はその対象からはずされる。

しか しなが ら監督法廷では， メルケゼ

デ ク神権者 を含むワー ド部のいかなる

会貝に対 しても，正会員資格の剥奪，

あるいは判決猶予の決定を下すことが

できる。一方高等評議員会法廷は，ス

テー キ部長の指示の下にあって，ステ

ーキ部長会 と高等評議員会会員によっ

て構成され る。この法廷 は，そのステ

ーキ部に居住するいかなる教会員から

も聴聞する権限を持ち，アロン神権者

に対 して も， メルケゼデ ク神権者に対

しても裁判権 を行使することができる。

そして妥当であるならば，破門の決定

を下すこともできるのである。
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教会のあらゆる法廷 は，通常，断食

と祈 りの後で開かれる6完 全な正義 を

貫 き，主の啓示されたみ言葉 と一致さ

せ ることが，教会法廷 の主要な目的で

ある。軽すぎる判決も，厳しす ぎる判

決 も，共に主の 目的をそこなうことが

たびたびである。審理 をせずに判決が

下されることはない。事実を聴聞 し，

その人の気持ちを確認 した上で初めて，

公正な正義が貫かれるのである。法廷

で公正に聴聞 し，最終的な判断が下さ

れ る時，それがみたまの賜によって裁

定 される場合，審理に付 されている会

員にとって，それは常に最良の決定 と

なるはずである。

罪を犯 したこと以上にはるかに重要

なことは，悔い改め をしようとする人

の心の中に何があるか ということであ

る， と言われているがこれは真実であ

る。本当に残念なことではあるが，重

大な罪を犯 した人々の中には，所属す

るワー ド部やステーキ部の神権指導者

の前に出るのを避けようとする人々が

いる。そのような人々は， 自分のした

ことに対してす まないとい う気持 ちが

あまりない。見破 られたことだけをつ

らいと思っているだけである。キンボ

ール大管長の言葉 を借 りて言えば，「強

いられることな くへ りくだる人々は，

幸いであるd

教会か ら破門されたか らと言って，

希望が全 くないということではない。

犯した過ちが神の戒めに対す る重大な

違背であったとしても，本当に主を愛

し，神権i指導者に自分の身をゆだねた

い という希望 と不屈の精神 を持 ってい

る人なら， 自分の生活を立て直し，適

切 な過程 を踏んだ上で，昇栄 を含む気

高い永遠の祝福が受け られるよう，そ

の資格 を取 り戻すこともできるはずで

ある。どんなに重大な罪を犯した人で

あろうと，主は喜んで迎 え入れて下 さ

るのである。 「た といあなたがたの罪

は緋のようであって も，雪のように白

くなるのだd(イ ザヤr：18)な ん と

大いなる約束であ り，なん と大いなる

贈 いであろうか。だがこれ とて，完全

な悔い改めがなかったら起こりえない。

完全な悔い改め とは，前に述べた通 り

のことであって，罪を告 白し，捨てる

とい うこ とであ る。

破 門の原因

この教会では，破門となる条件は極

めて少ない。私は3つ ほど考えつ くだ

けである。それを挙げてみよう。まず

第一に，教会員は，重大な罪 を犯した

場合に破門の対象にな り得る。第二に，

教会員は， 多妻結婚 を実施 した り唱道

した りした場合，破門の対象 となる。

今 日，教会にその種の教義が入 り込む

す きはない。第三に，教会員は，教会

の教 えか ら背教 した場合，破門の対象

となる。

では，いわゆる重大な罪 とは一体な

んであろうか。私の考えでは，重大な

罪とは，殺人，姦淫，性的倒錯，ある

いは，国の法廷で有罪の判決が下 され

るような，社会に対する重大な違背行

為などが これに含 まれる罪ではないか

と思 う。

背教 とい うことについて明確にして

おきたい。背教者 とい うのは，無関心

な教会貝や不活発な教会員のことを指

すのではな く，むしろ教会の神聖な由

来 をきっぱ りと否定する人々や，神権

の権能 を認めようとしなかったり，ま

たそれに対 して敵対 した ゆする人々の

こ とを指 しているということである。

私たちは，無関心 とか不活発 とかいう

理由で，この教会か ら人を破門するこ

とはない。私の知る限 りで最 も不幸だ

と思われる人々の中に， 自分の根本的

な信念 とは相反す る気持をもって生活

しようとしている教会員がいる。その

ような人々は，主 を愛 しながら， 自分

は主を裏切 っていると感 じている。こ

れでは決 して気持ちが安定するわけが

ない。これを未解決のまま放 ってお く

と，葛藤 しているうちに，正 当化 を始

めて しまう。サ タンは，偽 った安心感

を与えて私 たちを欺こうとしている。

もしも私 たちが自分を変 えずに物事 を

正 当化 しようとするなら， 自分に うそ

をつ くことになる。このようにして悪

魔は，不幸 と後悔の生涯へ と徐々に私

たちを陥れてい くのである。

私は，ある囚人と話 をした時のこと

を覚えている。この囚人は， 自分が囚

人の身であることをひどく嘆いていた。

私は彼に悔い改め ということを話 して

聞かせ，彼が何の罪で監獄に入ってい

るか知 らぬまま， こう尋ねた。 「兄弟，

あなたは盗みをしたために捕 まったん`

ですかd
「いや，違 います。私は母親か ら盗

みはしないように教 えられました。私

はだれか らも，何 も盗んじゃいません。

私がここにいるのは，文書偽造のため

なんです よd正 当化 というものは，随

分 と妙な気 を起こさせ るものである。

これまで，問題解決のための偉大な

概念 とその簡潔な方法につ いて話 して

きた。ヤ コブは，助けを必要 としてい

る人々に次のように言っている。 「そ

うい うわけだか ら，神に従 いなさい。

そして，悪魔に立ちむかいなさい。そ

うすれば，彼はあなたがたか ら逃げ去

るであろう司(ヤ コブ4，：7)私 はこ

の聖句を信ずる。その事例 を幾度 とな

く見ているか らである。監督は，神の

代弁者 となるよう聖任 されている。だ

か ら，神に従 うと決心 した以上は，神

権指導者にも従わなければならない。

主が，主の声で語 られようと，主の僕

らの声で語 ちれようと同 じであると言

われたか らである。そして，事実そう

である。

自制の必要性

自分の永遠の行 く末を自分で調整し

ていけるだけの勇気 を持って欲 しい。

近道はない。昇栄 と永遠の生命に至 る

近道は全 くないのである。キンボール

大管長は，その偉大な著書 「赦 しの奇

跡」の中で，次のような文 を引用 して

いる。

「人の成功の度合は
，その 自制によ

って測られる。人の失敗の度合は，ど

れだけ自分を放棄 したかによって測ら

れる。どちらの側に も限度はない。こ

の法則は，永遠の正義 を言い表 わした

法則である。 自分 を治めることので き

ない人は，他人を治めることなどで き

ない。自分を治めることのできる人こ

そ，王 となるのであるd(作 者不詳).

神があなた方を教会員 として信頼 し

いずれは数々の責任 を託してその管理

を委ね られるということを，今 まで考

えたことがあるだろうか。これは信 じ
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てお いた方が よい。 自制 とい うこ とが

大切 ではな いだろ うか。 自制 心 が持 て

なか った ら，今述べ た よ うな こ とが起

こ るわけがな い。 人が，支 配 し， 主権

を持 ち，権 能 を持つ ため には， まず 自

分 自身 を治め， 自分 自身 の感情や衝動

を支配 で きなけれ ばな らない。 なぜ今

す ぐしないのだ ろ うか。 引 き延 ば しは，

正 当 化 の 言 い訳 を生 む 。 次 の よ うな

皮 肉 を言 ったのは， マー ク ・トウェイ

ンで あった。 「私 はいつ で も禁煙 でき

る。今 までだ って何 回 も禁煙 したん だ

か らd私 た ち も同 じよ うに， 「す ぐに

で も， そん な習慣 を変 え るこ とはで き

る よ。必要 な時 が来れ ば， やめ られ る ＼

よゴ ど言 って は い な い だ ろ うか 。 時

.間 と場所 が定 まれば魔法 の カー テ ンで

も現 われ て きて， その カーテ ンを くぐ
お　ト

り抹 げれば自動的に過去の悪習やおよ

そ自慢の種にならないようなことを捨

て去 ることができると考えている人も

い る。だが，そんな考 えは幻想でしか

ない。間違っている。悪魔の教 えなの

である。

次にタゴールの言葉か ら引用 してみ

よう。 「私は，歌お うと思った歌を十

分 に歌 い込 まないで，楽器の弦を張っ

た りはず した りして日々を過 ごしてい

たd私 たちは，毎 日同じことを繰 り返

している。そして，つ まらない事 のた

めに時を費や し，主か ら予任 された時

に託 された務めを果たさずにいるので

ある。

他 の人 々 を強 め る

ここで再 び無私 の動機 とい うこ とを

取 り上 げ るに あた り，一 言述べ た いこ

とが ある。 人生 で 自分 の過 ちを修 正す

る こ とも， 重要 で極 め て満 足感 をもた

らす ものであ るが， それ と同様 に，最

も興 味深 くまた満 足感 を もた らす こ と

は， 自分 自身の 弱 さを克服 した後 に，

同 じよ うな境 遇 にあ る人々 を助 け るこ

とに よって， 一層 の強 さが 増 し加 え ら

れ る可能性 が ある とい うこ とで ある。

これ こそイエ ス ・キ リス トの福 音 の真

髄 であ る。救 い主が 次の よ うに語 って

お られ るか らで ある。「隣 り人 を愛 し」

(マ タイ5：43)「 わ た しの羊 を飼 い

な さいd(ヨ ハ ネ21：16)「 わ た しの

兄弟であるこれらの最 も小 さい者のひ

とりにしたのは，すなわち，わたしに

したのであるd(マ タイ25：40)

ルカは，救い主がペテロに言われた

言葉を次のように記録 している。 「シ

モン，シモン，見よ，サ タンはあなた ，

が たを麦のようにふるいにかけること

を願って許された。 しか し，わたしは

あなたの信仰がな くならないように;

あなたのために祈 った。それで，あな

たが立ち直ったときには，兄弟 たちを

力づけてや りなさいd(ル カ22：31-

32)あ なたが立ち直った時には，兄弟

たちを力づけてや りなさい。そうする

ことにより，私の知る限 り， この世の

生涯で最 も心の満足が得 られる喜びに

あずか ることができるのである。教会

の社会奉仕活動の主任 をしていた頃，

私 は何千何万 とい うボランテ ィアたち

が黙々と働 くのを目にした。彼 らはア

ルコール中毒者たちを救い，麻薬常習

者 を助け，さらに未婚の母親のために

はその生活が再建できるよう準備 して

あげ， また囚人たちが更生で きるよう，

たびたび一緒に時を過ごした りして，

援助の手 を差 し伸べていたのである。

私たちに与えられている責任 も， こ

れ と大差ない。 「あなたが立ち直った

ときには，兄弟たちを力づけてや りな

さい」 という言葉は，シモン ・ペテロ

に対 して言われた言葉ではあるが，私

たちに対 して も同様の拘束力を持って

いる。私たちが悔い改めたとき，主の

言われた通 りに他の人々を助けること

ができたら，私たちは二重の勝利を味

わうのである。私たち自身の勝利 とも

な り，また，私たちが強め られたあと

で引き上げてあげた人々の勝利 ともな

るか らである。ここで再度，積極的か

つ無私の行為の重要性 を強調 してお き

たい。私たちが今一生懸命努力してい

ることの，究極的に行 き着 く先が，そ

れだからである。

昇栄にあずかる

若人の諸君，主はあなた方を愛して

おられる。天父があなた方を責めるよ

うな原則を与えられたことは，ひ とつ

た りともない。破 門でさえ，暫定的な

ものであって，一層輝かしい未来を作

り出すことさえ可能なのである。主の

み業は，そして主の栄光は，人に昇栄

を得させ ることである。もうひとつ，

とりわけ学生諸君にとって，励みにな

ることを申し上げておこう。それは，

神は難問によってその人を評価するよ

うなことはされないということである。

神は私たちが皆 「優」をとることを望

んでおられる。そして神が，ひ とり残

らず 「優」が とれるように準備 をして

下 さったのであるが，その資格がある

ことを証明するのは私 たちの責任であ

る。不幸 と破壊を招 くサタンの計画に

は決 して参画してはならない。決して

そのよっなことをしてはならない。主

が定められた清めの過程 を十分に活用

するようにしていただきたい。心を常

に主に向けておいていただ きたい。心

を常に主に向けていれば，次のような

祝福 を受けることができる。すなわち，

神権の教理は天より下 る露のごとくに

あなたたちをうるおすのである。

また聖霊は常にあなた方の伴侶 とな

り，あなた方の笏は真理 と正義の変わ

ることのない笏となり，あなた方の支

配は永遠の支配 となって，強いられる

ことな く永遠にあなた方に流れ込むの

である。(教 義 と聖約121：44-46参

照)

これこそ，この教会の業のすべてで

ある。私はあなた方に厳粛な思いで証
.
を申し上げたいと思 う。私は神が生 き

てお られることを知 っている。また，

イエス ・キ リス トが神の御子であるこ

とを知っている。さらにまた，教会で

聖任を受けた神権役員たちが，善良な

人々であ り，天父の僕であって， 自己

の利益 をかえりみずにみ業のために献

身している人々であることを知 ってい

る。この人々の働 きがあればこそ，私

たちは正 しい導きを受け，重荷を主に

ゆだねることもでき，また，あの偉大

なる永遠の目標のために，男も女も家

族 も，神権の権能に導かれて，ふさわ

しい資格 を備 えることができるのであ

る。
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る日の真夜中，私 たちはかか りつけの医師 と一緒にほ
あ
とんど徹夜で，はあはあ と苦 しそうに呼吸をしている

幼い息子を見守っていた。長い時間だったが，その甲斐は

あった。大事な子供の命を救 うのに立派な医師の専門的な

助力があったのは もちろんであるが，私たちはその上彼か

ら，奉仕のために 自分の命 を捨てることも辞 さない人間理

解 というものを知 らされたのであった。

静寂 を破ってこう尋ねたのは妻だった。 「先生，私たち

にこんなに して下さって，医療費を一度も請求なさらない

のはなぜ ですか，お聞かせ下 さいd

一時の沈黙があ り，思 いを昔にはせていることがわかっ

た。それか ら先生は悲 しげな影 をうっす らと顔に浮かべて，

次のような話 を聞かせて下さった。
「私が まだ生 まれる前，両親は ドイツか らアメリカに移

民 して来ました。生活はとて も大変で，成長する子供たち

のために両親は懸命に働 きました。

ジフテ リヤが流行 した時に，私 と妹が重病にな りました。』

来て くれた医師はひ とり分 しか薬を持っていない というの

で， どちらかひとりに決めなければなりませんでした。

どういうことでか，私が薬をもらって助か りました。1そ

の後数 日で，妹は死にました。

父が妹 を小さな木の棺に入れたのを今でも覚えています。

近所の人たちは来ても窓越 しにのぞ くだけでした。家族で

隔離されてお り，それにだれもが伝染を極度に恐れたか ら

です。

父は小さかっ、た私 を，荒削 りの小 さな棺の上に抱え上げ

て， この世の別れに遊び仲間の妹の顔を見せ てくれました。

それから父は外に出て，馬車の腰掛けに上が り，棺 をそっ

と持ち上げて自分の膝に乗せ，たったひとりで近所の共同

墓地に向かいました。

その後何年 もたってか ら，私が医者の仕事 を始めて1ヵ

月過 ぎた時のことです。看護婦が患者さんたちに請求書を

書いていました。机に向かっている患者さんたちを見てい

ると，子供の時の記憶がよみがえってきました。両親が後

に，・医者に じゃがいもやその他の野菜で支払いをしていた

ことが思い出されました。それまでもよく考 えたものです

が，『妹でな くて 自分が助かったのはなぜだろう』 と，その

時に考えました。そしてその言葉が まだ口に残るうちに，

請求書の束をつかんで くず大れに放って，看護婦に，人の

ためになる仕事 をしよう，払いたい人は払えばいいが，患

者 さんに請求す るのはやめにしようと言いましたd

先生の話が終 った後沈黙が続 いた。私たちはつ くづ く考

えていた。 自分のことを二の次に して奉仕 をしている人を

目の前にして，心 を洗われる思いだった。

救い主は 自ら進んで友のために御 自分の命 を捨てただけ

でなく，生きている間も人々への奉仕に身を捧げ られた。

私 たちは，救い主 と同じような奉仕をしている人 とその夜

を過ごした。体 を治 じてもらった上に， また霊的にも，あ

の素晴 らしい教師である友か ら愛され，理解 され，教えと

励 ましを受け，養われたのである。

生徒 を知る

医師が薬の効能 と同時に患者の容態 をよく知 らなければ ・

ならないように，教師は福音を知 ると同時に生徒 をよく知

らなければならない。(1977年4月 号p.240， 本シリーズの

第1部 「福音の教授 と学習」の図を参照)

生徒たちは，「先生が どれだけ僕のことを知っているかな

んてどうで もいい。僕のことを心に掛けて くれていること

がわかればいい」 と，私たちに向かって言うか もしれない。

心 に掛ける教師は，助けたいと真心か ら思 う教師である。、

彼は，生徒に何が必要 であろうかと，一人一人の生徒 を心底

愛 し，理解 しなければ助けることなどできないことを知っ

ている。

愛の特質

教室や家，その他どんな場所であっても，教師 と生徒の

関係には，次の聖句で主が述べておられるような気持 と接

し方がなければならない。
「如何なる権力も勢力も

，神権によりて維持する能わず，

または維持すべ きものにあらず，ただ説服 と堅忍 と柔和 と

温情 と偽 らざる愛 とによる。

また親切 と浄 き知識すなわち偽善にあらず女干智にあらず

してその人を甚だ大いな らしむるものによる。

すなわち，聖霊に感動 しては機に臨みて激しく人を責む。

然 る後， また彼の汝を敵視せ ざらんために責めたるその人

に一層の愛を示す。

か くて，彼は汝の誠実は死の きずなよ りも強 きことを知

るべ しd(教 義 と聖約121：41-44)

私たちの気持ちと接 し方 を今述べた勧告 と比べてみれば，

私たちが生徒に どんな愛を抱いているかがわかると思 う。

愛のカ

ジョセブ ・F・ ス ミス大管長はこの尊い愛について，力

強い言葉を述べている。
「子供 に学ばせ，進歩させ，何か を達成させ ようと心に

訴える最 も力強い影響力は愛の力であることを御存知であ

ろ っ。いつわらざる愛はいかなる影響力より.も子供を善に

導 くことができる。むちで征服したり，暴力で従わせたり

することのできない子供 もいつわらざる愛 とあわれみによ

るならばたちどころに導 くことがで きる。私はこれが真実

であり， この原則は人生のあらゆる所で用いることができ

ることを知 っているd(Coη 漁7εηceRθpoπ 「大会報告」

1902年10月 ，P.92;「 福音の教義」第2巻P.28)

この同 じ大会で， 日曜学校中央管理会のヘ ンリー ・ピー

ターソン兄弟はさらにこう語った。
「ス ミス大管長は説教の中で

，すべての教師が持つべき

大切 な特質，すなわち生徒 を愛する愛の精神 についてお話

された。その素晴らしい特質を持つ教師は恐らく自分の仕

事 を成功 させ るに必要な他の特質もすべて身につけること

であろう。愛は，保護下に置かれた子供たちに恵みを得さ

せたいという願いを持たせ る。教師は子供たちの欲求を調
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べ，必要な霊の糧がクラスの子供たちに与えられるよう自

らを備える。

生徒への愛に満ちた教師は，福音 を愛す るようになる。

それは福音によって子供たちを霊的な生活に導 き，救い主

に近づけることができるからである。このような教師は聖

典 の勉強を喜びとし，その喜びを人々に教 える。授業は生

き生 きとして，生徒は，いつ も出席したい と思 う。

生徒 を愛する教師は，生徒の役に立つ者 となれるように，

主に助けを求める。……

教師に召されたすべての人の心に愛が満ちるならば，人

は彼らにあれこれ言 う必要はない。愛の気持がほかの必要

な準備をさせ，神のみたまが彼らを道具 として， 自然で有

益 な方法へ と彼 らの仕事を導 くであろう。彼 らは断片的な

宗教や歴史の事実 を機械的に詰め込むのではな く，霊的な

生活を送 るために必要な日々の糧 を生徒に与えるこ とであ

ろうd(Coη ∫θ7θηceRθpoγ 孟「大会報告」1902年10月 ，p.

94)

自分 を知 る

では教師 は， どの よ うに愛 と理 解 を深 めれ ば よいの だ ろ

うか。 ボイ ド ・K・ パ ッカー長 老は次 の よ うに言 ってい る。

「生徒 の こ とが知 りたけれ ば
，まず 自分 の こ とを とこ とん知

「子供 に学ばせ，進歩させ，何 かを達成 させ ようと

心に訴 える最 も力強い影響 力は愛の力であることを御

存知であろう。 いっわらざる愛はいかなる影響 力よ り

も子供を善に導 くことができる。むちで征服 した り，

暴力で従わせた りす ることのできない子供 もいつわ ら

ざる愛 とあわれみによるならばたちどころに導 くこと

ができる。私 はこれが真実であ り， この原則 は人生の

あ らゆる所で用いることができることを知っている」
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り な さ いd(Tθ αcん ッθD疵8θ ηめ 「熱 心 に 教 え よ 」P.85)

愛 を深め る

モル モン経の 中で， イ ノスは全 人類 に対 して大 きな理解

と愛 を得 るに至 った次 第につ いて語 ってい る。

次の 出来事 を考 えて みてい ただ きたい。

まず， イ ノスは心に大 きな願 い を持 った。「自分 の心が 飢

え るの を覚 えて」(4節)と 言 ってい る。 この よ うに深 い飢

餓感 を覚 えた イノスは， 自分 自身 のこ とが気 にな り， ひ ざ

まずいて祈 るこ とに した。

「私 の造 り主 の御前 にひ ざまず き
， 自分の 身 と霊の ため

に一心 こめて祈 りかつ 願 った。私 は本 当に一 日中神 に祈 り，

夜 になって もまだ私 の声が天 に とど くほ ど大 きな声 で祈 っ

たd(4節)

主 は イノスの祈 りに答 え， 罪の赦 され たこ とを告 げ，「さ

れ ば， 汝努め よ。汝 は 己が信仰 に よ りて無 罪 とな り」(8節)

と言われ た。

す る と， イ ノスは次 に人々の こ とに心 を向け始め た。 彼

は この よ うに言 ってい る。「私は この言葉 を聞 く・と，私 の 兄

弟 で あるニー ファイ 人の幸 福 を望 む思 いが 心の 中に生 じた

か ら， かれ らのため に全 身全霊 を傾 けて神 に祈 っ たd(9節)

す る と主が再 び答 え られ， イ ノスの愛 と関心 は さらに増

した。

「この言葉 を聞 いて私 イノスは主 を信 ず る信仰 が いよい

よ固 くな り，私 の兄弟 レーマ ン人の ため にたびた び長 い間

一 心不乱 に主 に祈 ったd(11節)

イ ノスの その よ うな霊 的成長 が一貫 してお りまた純粋 で

あ ったため， 当時敵 であ った人々 に もその愛 と関心が 及ん

だ。 彼は終 りに こう書 いて いる。

「私 が この よ うに祈 って心 の力 を尽 したか ら，主 は私に

『汝 の信仰 のため に
， わ れは汝の願 うところ を聞 き とど く

べ し』 と仰せ に なったd(12節)

これは何 と力強 い模 範 であ ろ う。

まず 自分 の こ とか ら始 め よう。 自分が 罪 な し とな るよ う

に一 心 に努 め よ うでは ないか。 「この愛 で 自分 たちの胸 を

満 たす ために あ りたけ の心 をつ くして」(モ ロナ イ7：48)

同 じ よ うに義 を渇望 してい る生徒 た ちに対 す る自分 の愛 と

理解 が深 まるであ ろ う。

す る と， それ を続け る うちに， 反抗的 で心 を とらえに く

い生徒 に対 して， 同情 と理解 と偽 らざる愛 が育つ で あろ う。

この よ うな生徒 た ち も心 底 は飢 え，渇 く者 で あ り，旅 人で

あ り，裸 で あ り，病 人であ り，獄 にい るので ある(マ タイ

25：35-36参 照)。 彼 らは私 たちの理解 と愛 と助 け を欲 し

て いる。救 い主 は， 「わ た しの兄弟 であ るこれ らの最 も小

さい者 のひ とりに したのは，す なわ ち， わ た しに したので

あ る」(マ タイ25：40)と 言 ってお られ る。 また， 「わ た

しのい ま しめ は， これで ある。わ た しが あなたが た を愛 し

たよ うに， あな たが た も互 いに愛 し合 い なさい」(ヨ ハ ネ

15：12)と も言 ってお られ るの であ る。



黛 ＼

生 徒 を 理 解 す る
ボ イ ド ・K・ パ ッカー著

「汝 ら熱 心 に 教 え よ 」よ り

界の教会の多くは，性悪説に基づいた教義 を教えてい世
る。人は肉欲的であって，悪魔のような性質を持 ち，

罪 を犯すべ く生まれついていて，また，悪い行ないをする

性癖 を持っているというのである。この教義に立つ と， 人

の堕落 した，凶悪な性質は，打破 されなければな らない と

い っことになる。また，慈悲の手が差 し伸べ られることに

よって，人はその凶悪ぞ肉欲的で卑 しい状態から，折に触

れて引き上げられ るということになる。つまり簡単に言 う

と，人には生 まれなが らに して悪い行ないをす る性癖があ

る という教 えである。

これは，偽 りの教えである。こ うした教 えはとうてい受

け入れ られるものではないが，それでもなお，教師 どして

成功す るこ.とが可能だと思っている。その教えは，偽 りの

教 えであるだけではない。極めて破壊的な教えである。万
一 その教 えを受け入れたら

，生徒 を訓練するとい う教師の

責任 も，子供 を訓練す るという親の責任 も，全 く希望のな

いものとなってしまうであろう。

善であって，悪ではない

神のみ言葉が啓示されてお り，神 と私たちが親子である

とい う知識を持っていることは，なんと素晴 らしいことで

あろうか・私たちが神の家族の一員なら，悪い行ないでは

な く，良い行ないをする性癖 を受け継いでいるはずである。

私たちは神の息子 ，娘なのである。

教師たる者は，是が非でも，人は本質的に善であるとい

うことを理解 していただきたい。人には正 しいことをしよ

うとする性癖があることを知 らなければならないのである。

このような気高い考え方は，信仰 を生み出す。そして，こ

のような考 え方を持 っていると， 自分の子供 たちの前に立

った り，児童生徒のクラスに赴いた りして教 えるとき，極

めて大 きな差異が生 じるのである。

私は，世の中には，その基本的な行動の動機が一見 して

反抗的で，破壊的で，凶悪だという人 もいることを，よく

承知 している。確かにそういう人はいる。だが， そういっ

たことは，人の本来の性質ではないのである。私 たちは，

人を教 える際には， 自分は今神の息子，娘たちに教えてい

るのだ，そして，この子たちも神の子供たちなら，神が今

あるごとくになる可能性 を秘めているのだ， ということを，

絶えず心に言い聞かせ る必要がある。

聖典の中には，人の堕落 した状態について説いた聖句が

ある。人の腐敗ぶ りを書いた聖句もある。だが，全体 とし

て啓示 を読む時に，そのような考 え方はすみに追いやられ

て しまう。聖典に書かれている 「父」 とい う言葉は，やは
'り「父
」のことなのだ， という概念が，全体を貫いている

からである。

何年か前，私は， もし自分が教師になるのなら， 自分の

人生哲学の中で， 人は本質的に善であるとい う信念がまず

もって不可欠であろうと，心に決めたことがある。私が心

にそう決めた日から，事態は急速た変わり始めた。それ以

来，いつで も希望があった。人が どれほど怒 りっぽく，御 し

難 く，手に負えそうもな く見えても，私は，その ような子

供のどこかに，神の子たる性質の片鱗がある，そして，そ

こを重視すれば よいのだ， ということを承知 していた。

そのような基本的な愛 と敬意は，教育をしようという人

たちにとって不可欠である。また，子供を見つめる親にと

って不可欠であ る。 また， 児童生徒を見つめる教師にと

って不可欠である。時には，その信念を維持 してい くこと

が困難なこともあろうが，それでもその信念が正 しいこと

に間違いはない。良い訓練 をするために， まず第一に必要

な資質は，教 える対象の人々を愛す ることができる性格で

あ り，人に奉仕 したいという願 いを持 ち続けることのでき

る性格である。

人を皆、信頼する

数年前のある時，私はそれ までの 自分 のこ とを振 り返

って深 く考 えてみたが， その時， 自分がなぜ 自分のこと

をそんなに好きでないのか， その理 由 をい くつかつ きと

めた。その中で最 も重要なことは，私が人を皆疑ってかか

っていたということである。だれか人に会った時，私はい

つ も心の中で，「彼はどういう気なのだろう。一体何をする

つ もりなんだろうか」 と考えていたのである。これは，私

が以前に 自分の信用 していた人か らひどい利用のされ方 を

した経験があるために起こったことである。以来，冷笑的

な見方や裏切 りか ら来る心の痛みが，私の中でうずいてい

たのである。だが，私は自分 を変えることにした。あらゆ

る人を信頼す ることに決めたのである。以来，私はその決

断 を維持しようと， 日々努めている。 もしだれか信頼を受

けるに足 りない人がいた としても，それはその人の責任で

あって，私にはそれ を公にする責任はないのである。

全員が 「優」

自分 自身の子供 も含めて，生徒 というもの は， こちらが

期待すればす るほ ど成長するものである。私は教師をして

いた頃，生徒に会 う最初の 日にはいつ もある決 まった話を

したものである。また，伝道部に到着 した新 しい宣教師た

ちにも同 じ話 をした。さらにまた，私はいつ も，私の周囲

にいる人々にも同 じ話 を伝えようと心掛け ている。それは，
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信 頼につ いての話 である。話 はだい たい次の ような もので

あ る。

私はあなたたちを十分に大人だと考えよう。あなた

たちが， 自分で学ぶこともできるし，何がしたいのか

も十分感 じとれ るだけの大入だ と考 えよう。今のとこ

ろ私は，あなたたちが一体 どういう人物なのか， どこ

にいたのか，何 をしてきたのかなどということについ

ては何 も知 らないかもしれない。だがそのようなこと

はあなたたち次第なのであって，今1ヰ重要ではない。

私は，あなたたちを現在あるがままに受け入れ，全員

に 「優」の評価 をしておこう。 自分がそれ以下の人間

であることを自分で証明す ることもできる。だが， と

にか くそれを働 きで証明す る必要がある。その時点で，

私は残念なが ら，あなたたちがそれ以下だったことを

信 じよう。あなたたちに， 自分の性格 で何かきらいな

点があったら，今 こそそれを変える時機である。 自分

の過去に，何か霊的な面でも，その他のことで も，ひ

弱さを感 じたことがあるとした ら，今 こそそこか ら新

しい一歩を踏み出す時機である。

これまでこの話 を聞いた人々か らは，ほ とんど例外な く

新 しい第一歩を踏み出したいという返答があった。 この話

は，いつ も一定 した効果を生み出 している。 また，訓練 を

進める上で大いに助けとなり，学習可能 な環境 を作 り出し

ている。

私がだれか人 と新 しい関係 を持ち始 めるとき，それが，

生徒であろうと宣教師であろうと，あるいは同僚 であろう

と，監督下にある人々であろうと，この信用 と信頼を基盤

に始めることに している。以来私は，はるかた幸福 な日々

をお くっている。 もちろん，この間には，失望 した時 もあ

るし，ひどい利用のされ方をしたことも何度かある。だが

私はそんなことは気にしていない。そんなふ うに利用 され

ない自分 とは一体なんだろうか。そんなことをどうして一

々気にしていられようか。 もしそれがあらゆる人を信用す

るための代価だ としたら，私は喜んでそれを支払うつ もり

である。

私は自分が悪用され るかもしれないということに，以前

ほど恐れを抱かな くなった。人から悪用 されたり，信用や

信頼が損なわれた りす ると，時には苦痛 を感ずることもあ

る。だが，・そうした心の痛みは耐えられないものではない。

それは痛みでしかな く，苦悩ではないか らである。私の知

る限り，唯一の苦悩は， 自分が うっか り他人を悪用 して し

まったことに気づいた時に起こるものである。それは恐ろ

しい苦悩である。私はそれだけは避けたいと思 う。

私たちが，何か道徳的なことや精神的なことを教えてい

るとき・子供たちが事の善悪を判断する優れた感掌 を持っ

ていることを理解する必要がある。そこに興味を集中させ

ることができる。子供たちには，ただ知識 としてだけ理解

していることが数 多くある。教師に とっても親にとって も，

自分の教えている子供 たちについて研究す ることは，大切

なことである。年若い少年少女は，その心の中に，何が正

しくて何が正しくないのか というかな りはっきりした規準
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を持 っている。時には，それが過大視 されることさえある。

私 たちは， 自分がだれに教えているのかよ く理 解 してお

く必要がある。私たちは彼らが前世か ら来たことを忘れて

はな らない。前世のことを十分に思い出せな くとも，相当

霊的に成熟することは可能なのである。 ，

次の文はJ免 ルーベン ・クラー ク ・ジュニア副管長の話

であるが，教師にとって重要 と思われるものが含 まれてい

るb
「教会の青年たちは，霊 的な意味で子供 ではない。1世

の中の一般的な霊的成熟の域にかな り近ブいているのであ

る。 もう一度 申し上げよう。あなたたちの部屋あ扉か ら入

って来る青少年たちは，そのほとんどが， 自分が霊的な祝'

福 を受けたことをよく知っている。ーまた，祈 りの効果を目

にし，病気の人を癒す信仰の力 を目撃 し，霊的なものがあ

ふれんばか りに注がれるのを見ているのである。世の人々

は，全般に， このようなことは知 らずにいる。あなたたち

は，こうした霊的経験の豊富な青少年 に対 して，機嫌取 り

をする必要 もなければ，宗教についてあだ りをはばか りな

が らささや く必要 もない。、，まっす ぐに顔 と顔 とをつき合わ

せて話 し合 えば よいのである。宗教的な真理 を，俗世 的な

事柄 でおおい隠す必要 もない。あるがままの真環 を包み隠

さず，そのまま教 えればよいのである。若人たちは，あな

たたちほど恐れることな く真理 を受け入れて くれるか もし

れない。段階的に教 えた り，童話のようにして教 えたり，

甘やか した り，過保護にした り，あるいはまた，他の子供

っぽい教具などを使 った りする必要は毛頭ない。そうした

ものは，霊的な経験のない，あるいは，霊的にほとんど死

んでいる人々に近づ くために使われるものなのであるd

(『教会の教科課程計画案』)

子供たちはもう知っている

私た・ちは，子供たちの霊的成熟の度合について，それほ

ど重きをおいていないことが多い。特にそれが幼い子供 た

ちの場合はなおさらである。だが，子供たちが既に知 って

いることもある。.そういうものを教 える必要はない。既に，

初めか ら知っているからである。

ひ とつの例 を紹介 しよう。私の家庭 では，子供たちがま

だ成長 している間は，意識的に，まわ りで動物や小鳥が飼

えるような， 田舎 の環境の中で生活す るようにしている。

こうしたことを行なう大切な理由はい くつかあるが，・ひ と

つは， 日常の雑用的な責任 を与えるためである。絶対に引

き延ばすことができず，少な くとも毎 日行なわなければな

らない責任 を与えるためである。このことから，私たちの子

供 たちは，働 くことを学び，互いに助け合 うこ とを学んで

いる。

ある時のこと，めんどりが納屋の飼い葉おけの下に巣を

隠 してしまった。その巣は娘が見つけ出した。ひながかえ

り，ひよこたちはピー ピー鳴き始めた。娘はひよこを自分

の手に取ってよく見たい と思ったが，ひよこを守っている

親 どりが怒って向かって来 るのであった。その 日の夕方，

私が家に帰って来ると，娘が私の車の所 まで走 り寄って来

て，興奮 した面持 ちでその 日の大発見のことについて話す

と，今度は，なん とか して，ひよこを手に持たせて欲 しい

と， しきりに頼むのである。親どりの協力を得 ることはな



かなかできない相談であったが， とにか く， ようや くのこ

とで私は両手に一杯のひよこを捕まえることがで きた。黒

いのもいれば白いの もお り， まだ毛のないのもいればしま

模様のもいた。そ して，子供たちが まわ りに集 まり，いか

に も子供 らしい表現で感嘆の声を挙げていたので，私はひ

よこを娘の手に渡 して，こう言った。
「このひよこは，大きくなったら，いい番犬になるだろ

うねd娘 は，けげんな表情 をして，いぶかしげに私の方 を

見つめた。娘が私の言ったことを信 じていないのは明 らか

だった。そこで，私は急いで前言 を訂正 した。 「ああ，犬

になんかならないんだよねd娘 が うなずいたので，私は今

度は， 「素敵な馬になるだろうね」 と言った。娘は，おと

うさんってなんにも知 らないのね， と言わんばか りの表情

で私 を見つめた。娘は，ひよこが大 きくなって犬になった

り，馬になった り，象になった り，あるいはまた七面鳥に

なった りす ることは絶対にな く，必ずにわとりになること

を知 っていたのである。必ず親 と似た ものになることを知

っていたのである。だか らこそ，そんなことす ら知 らない

私 のことを不思議に思ったのである。

だが，わずか4歳 の娘が， どうしてこの知 識 を得 たの

であろうか。私たちは娘にそのようなことを教えたことは

なかった。子供たちが多くのことを知 っているように，そ

れは娘の知識の一部 となっていたのである。人生の基本的

で神聖な，数 多くの教 えを，子供たちは， まだ教 えられな

いうちか ら知 り，理解 しているものである。

それなら，私たちが将来の永遠の来世 において成長の限

りを尽 くした時に神々 となるということを説明す るのは，

容易なことであろう。私たちもやは り，その親に似 た者 と

なるのである。神は，私たちを創造 された時，私たちに御

自分のことを父 と呼ぶよう命 じられたのであった。

私は，幼い子供たちが夢 とい うものが どんなものかよ く

知 っていることに，絶 えず興味を持 って きた。夢その もの

を示 して見せ ることは，まずもって不可能なことであるし，

夢 とは何かを説明す ることも容易なことではない。だが，

別 に説明する必要 もなさそうである。子供たちが もう知っ

ているもの と思われ るか らである。

教師に とって極めて重要な聖句が他にもあるので，紹介

してみよう。 「人は皆善悪 をわ きまえることを充分に教え

られているd(IIニ ー ファイ2：5)

親 も教師 も，子供たちは善悪の区別ができるとい うこと

を知ってお く必要がある。この区別できる能力は， 人生の

不幸な経験の中で，ゆがめ られたり，悪用 された り，ある

いはおおい隠 されたりすることがあるか もしれない。だが

直観的に，全人類に与 えられる霊的な賜の一部 として，善

悪 をわきまえることはできるのである。

そう悟 って以来，私には大 きな希望が生 まれた。神の子

なら皆，たとえ堕落 しようと，落ちぶれようと，その中に

は神たる性質の片鱗 と善悪をわきまえることのできる感受

性 とを秘めていることを，理解 したからである。

自分 自身 を知れ

生徒について知 りたい と思 うな ら， まず 自分 自身のこと

をできるだけ多 く認識することである。 自分 自身の反応，

感情，感受性などについて深 く洞察す るようになると，そ

れ だけ， 自分 の生徒 につ い て も深 く知 るよ うに なる。 「自

分 の胸 に手 を当てて， よ く考 えてみ るが いい」 とい う表現

が ある。私 たちが この問 いか けに従 って， よ く考 える よう

になれ ば，生徒 の こ とにつ いて もよ く知 るよ うにな るこ と

であ ろ う。 自分 自身の ことを知 って，初 め てそれが可能 に

な るの であ る。

ブ リガム ・ヤ ン グ大管長 の説教 の 中で も，最 も重要 な説

教 の ひ とつは， この点 につ いて述べ た もの であ る。

「学 び得 る最大 の教訓 は
， 自分 自身 につ いて知 るこ とで

あ る。 自分 自身につ いて知 った とき，隣 人 につ いて知 るこ

ともで きる。私 た ちが 自分 自身に対 して ど う対処 した らよ

いのか， その細 かい点 まで知 った とき， 隣 人に どう対処 し

た らよいか とい うこ とも， わか るの であ る。 あなた方が こ

の世 に来たの は， これ を学ぶ ためで ある。 それ を直 ちに学

ぶ こ とはで きない。 また当代 のあ らゆ る思想や哲 学 を もっ

て して も，あ なた方 に教 えるこ とは で きな い。実 践 を積み，

自分 自身 を知 るために は， この地 上に来 なけれ ばな らない

の で ある。 その時初 め て， 人 は神 の こ とにつ いて， もっ と

完 全 な意 味で学 び始め る。 いか な る人 も， 多か れ少なかれ

神 の こ とを理解せ ず して， 自分 自身の こ とを完壁 に知 るこ

とは で きない。 また， 自分 自身 の ことを知 らず して，神の

こ とを知 った り，理 解 した りす る ことは で きない。人は 自

分 自身 の ことを知 らなけ れば な らない。 そ うでなければ，

神 を知 る ことはで きないので あるd(Dゴ8coπ γsesげB7か

g肋 鵬yo槻8「 ブ リガム ・ヤ ン グ説教集」p.269)

自分の生徒について知 る

教師たる者は，いつか， クラスの生徒に作文を書かせた

り， あるテーマのもとに論文を読 ませ たり，書かせた りす

る必要がある。その上で生徒の前に立ち，生徒一人一人に

ついて しばらくの間詳細に研究するのである。立派な教師

というものは， 自分の授業の内容については事前に研究 し

ているものである。だが もっと優秀な教師は，生徒のこと

も研究する。熱心に，かつ詳細に研究するのである。

ふたつの事 を挙げてお こう。まず第一は，もし生徒に 目

を向け，生徒がなぜ今の ように考え，行ない，馳感 じるのか，

それを熟考するならば， もっともっ と多くのことを知 るこ

とができ， もっと迅速に生徒 を助けるための備えができる

ようになるということである。第二は，生徒の特徴や行動

を注意深 く研究 したら，キ リス ト教徒 らしい暖かい思いや

りの心が芽生 えて来るということである。こうした感情は

献身的な教師にさえ，生 まれることは少ない。その感情は，

霊感に似ている。愛の感情である。この愛を持つ と，主の

み業のために一心に働こうと思 うようになる。これこそ，

主の羊を養 うことなのである。

☆ ☆
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会員としての喜びを胸 に

､

渡 辺 正 義

日本福岡伝道部
佐世保支部

神様が 生 きてい らっ しゃる。本 当だ ろ うか 。当時6年 生 だっ た私 には,

ど んなに考 えて も想像 のつか ない こ とで した。母 や兄 た ち と一 緒 に初 め

て教会 に行 った時,求 道者 の クラスで,ま た集 会の お話 で,｢確 か に神

様 は生 きてお られ ます｣と い う言葉 を何 回 も聞 きま した。

私 の母 は,悲 しい時,苦 しい時に｢ど こか に神 様が いて くれた ら｣と

言 って,何 度 も涙す るこ とが あ りま した。母 の涙 を見 るたび に,今 本 当

に神様 が いるな らどんなに遠 い所へ で もす ぐとん で行 って,神 様 を連 れ

て来 てあげ たい と思 い ました 。父の いな い私 た ちは,辛 く悲 しい毎 日を

過 ご して いま した。

あ る 日の こ とで した。そん な私 たちの心 を知 って下 さったのか,天 の
わら つか

お父様 は私 の家に助 け手 を遣 わ して くだ さったの です 。母 は"藁 をも掴

む"気 持 で真剣 に長老 のお話 を聞 きま した。

その 日,私 が学校か ら帰 る と母 はいつ にな く明 る く朗 らかな様子 を し

て い ました。 その姿 は楽 しそ うに さえ見 え ました 。何 か嬉 しい事が あ っ

たのか な,と 思い ま したが,母 は別 に何 も話 して くれ ませ ん。兄 たちが

学 校か ら帰 って来 て,家 族 で夕食 をして いる時 で した。母 は,ふ た りの

外 人長 老の訪 問 とモルモ ン経 につ いて少 し話 して くれ ま した。外 人の宣

教 師 が来 たのか,そ の時は それ位 に しか感 じませ んで した。

2,3日 して,再 び長老の訪 問 を受 け,家 庭 レ ッス ンの楽 しさ を知 る

こ とがで きました。

世 の中に背 を向け,暗 い毎 日だ った家庭 の中に天父 の愛 とみた まが満

ち溢 れて,日 一 日と明 る さが よみが え って き ました。聖典 の一 つ一つ に,

と って も興味 を覚 える ようにな りま した。 そ して,モ ルモ ン経 を読 んで

いる時,本 当に神 様が 生 きてい らっ しゃるこ とを心 に感 じる ことが で き

ま した。毎 日の生活 の中 で,神 様 の戒 めに従 ってすべ て を行 な う時 に,

善 と悪 を見分 け るこ とが で きるよ うにな りま した。 自分の過 ち を悔 い改

め る ことが で きます 。友達 の悪 い所 を見て も,愛 を示 し注意 してあ げる

こ とがで きます。知 恵の言葉 を守 り,そ の一つ 一つ を真剣 に行 な う時,

ま こ との平安 を得 る ことが で きます 。

神 様は確 かに生 きてお られ ます 。中学2年 生 にな った今私 は,天 のお

父様 が生 きて い らっ しゃるこ とを心 か ら証 す るこ とが でき ます 。私 た ち

を優 し く愛 し,見 守 って いて下 さ るこ とを知 ってい ます。バ プ テスマ を

受 けて本 当に良か った と思 い ます 。会員 としての喜 び を胸 に,私 は神様

の教 えに従 って行 きた い と思 ってい ます 。 また,私 た ち3人 兄弟 が一致

して母 を助 け,将 来は伝道 に 出 られ るよ うに頑張 りた い と思 います。 こ

の教 会が真 実 で,神 様が確 かに生 きて お られ,私 た ち一 人一 人を愛 して

下 さってい るこ とを証致 します。 イエ ス･キ リス トのみ名 に よって証 し

ます 。ア ー メン。
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表1， 表4の 写真説明
●
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1.エ ルサレム市街。 リーハ イが悔い改

めを説いた所。(1ニ ーファイ1：4)

「ユ ダヤの王ゼデキヤの治世第一年の始

めに当 り……多くの予言者が現われてエ

ルサ レムの民に向い，お前たちは悔い改

めなければならない，さもなければ大 き

な都のエルサレムは亡びてしまうにちが

いないと予言 したdソ ロモンの神殿は，

現在石造の ドームが建 っている場所に建

て られていた。悲 しみの壁だけがヘ ロデ

の再建 した神殿の跡をとどめている。今

日のエルサ レムは， 中世 の十字軍戦士の

手で築かれた旧市街 とその城壁 をほぼ取

り囲んでいる。 ・

2.「 主は……私の父に妻子 をつれて荒

野へ出て行け と命 じたもうた。……父は

まず紅海の海辺に近い国境のそばへきて」

(1ニ ーファイ2：2，5)エ ルサ レ

ムか らアカバ までの距離は287キ ロ。学

者たちは，砂漠地帯での一行の1日 当た

りの行程 を約39キ ロと概算 している。こ

の計算 でい くと，紅海の海辺に近 い国境

にた どり着 くまでには少な くとも7日 は

要 したであろう。

3.古 代の井戸が多数かつての香料の街

道沿いに発見されている。現在の地図の

中には，平均29キ ・ロ間隔で118の 小 さな

池が表示 されているものもある。水は砂

。.漠 の生活に欠かせ ないものであり， リー

ハ イは恐ら くこの街道 を利用した と思わ

れる。

4.(1ニ ー ファイ2：5-6)「 それ

か ら(父 リーハ イは)さ らに一 そう紅海

に近 い国境にある荒野の中を進んで行っ

た国紅海の海辺か ら3日 間，一行はレ ミ

ュエルの谷と思 われるワジ ・エル ・アブ

アルを旅 している。ワジとは雨期以外に

は水のない川で，旅行者が よく利用 して

いた。ワジ ・エル ・アファル は頂上か ら

海にかけてゆるやかに傾斜 し，海岸近 く

で高 く険 しい崖になっている。その長さ

1;よ160キロ。

5.リ ーハ イの時代，一般に利用されて

いた交通手段は らくだとろばであった。

リーハ イは，天幕の運搬 に3頭 のろば ま

たは らくだ と， 食糧 として一人当た り1

頭 の家畜が必要 だったと思われ る。

6.「 父は……ただ妻子 と食糧 と天幕の

ほかに何 ももたずに荒野へ旅立ったd

(1ニ ー ファイ2：4-5)リ ーハ イ

の家族が使った天幕 と同じものではない

か と考えられているこのべ ドウ ィン人の

テン トは，黒や ぎの毛を使 った手織 りの

テン トで，重さは じゅうたん と同じ位，

約230キ ロ もある。壁，仕切 り，屋根 を

別 々に荷造 りし，3頭 のろばあるいは ら

くだで運んだに違いない。

7.リ ーハ イの一行は，エルサ レムか ら

ネホム と呼ばれる所 まで南南東の方角に

道 をとった。ニーファイはネホムで次の

ように記録 している。 「私たちはまた荒

野の中を旅 して行ったが， この時からほ

ぼ東の方へ進んで行 ったd(1ニ ー ファ

イ17：'1)今 日のナ イランの町から北

緯19度 線に平行 して，1本 の香料の街道

が半島の4分 の3を 占める広大 な不毛の

砂漠の端に沿 って東に伸びている。この

東方に向か う街道 では，池 と池の間の距

離はおよそ100キ ロである。ニーファイ

はこの旅で多 くの銀難を経験 したと記 し

ている(1ニ ーファイ17：1-2)

8.リ ー ハイの一行はネホムで しば らく

の間，この ようなオアシスのほ とりに滞

在 した。イシメルはネホムで死に，彼の

娘 たちは荒野の中で苦難にあったために，

不平 を言 った。

9.イ シメルはネホムの近 くに葬 られた。

このような寂蓼 とした墓だったであろう。

10.(1ニ ー ファイ17：5-6)「 さ

て私 たちは……果実 と野密が豊にあるか

ら，バ ウンテフルと名づけた土地にきたd

ニ ーファイがバ ウンテフル と記述 してい

るこの土地は，現在のオーマン ・サ ララ

に類似 している。サ ララはみつばちが多

く，小ぶ りのなつめや しの木にそって延

々 と巣箱が並 んでいる光景がよ く見受け

られる。

11.「 私 たちは，天幕 を海辺の近 くに張

った。………果実の豊にある所なのでそ

こをバ ウンテフル と名づけたd(1ニ ー

ファイ17：6)サ ラ ラでは，作物や う

まごや しを年に10回 も収穫で きる。また，

とうもろこし，米，キャベツ， その他多

くの野菜や果物が豊かな水に恵まれて栽

培 されている。

12.オ ー マン ・サ ララはアラビア半島の

南岸で，船を造れるだけの木材がある唯

一 の場所である
。この地に育つある種の

木は非常に大 き く，その幹は普通の人で

は抱 えられないほどである。木質は強 く，

海水に耐 え， ほとん ど節がない。この木

は今 日で も船 の建造に利用されている。

13.「 われが汝の民にこの大海 を渡 らす

ため， これ より示す方法 に従 い一隻の船

をつ くれ………d〈1ニ ーファイ17：8)

聖典 には，ニー ファイは人のや り方でな

く主が彼に教えたもうた方法で船を造っ

た と記されている。ニーファイが当時の

造船技術 を学んでいたことは，彼が造る

よ うに命 じられた船が人の方法に よる造

船技術 では造れないことを知っていたこ

とか ら確かである。紅海沿岸沿いや オー

マ ンの造船職人は今 日で も，ニーファイ

が旅の途中学んだと思われる昔 ながらの

方法で船 を造 ってい る。

i…
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